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法　　学　　部

法　学　科　教育課程の構成と特色
　法学科の教育課程は、青山スタンダード科目と専門教育科目で構成される。学部教育の終了時において修得し
える学士力を具体的に実現することに努力する。

「カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）」
　法学部は、「国際性」、「専門性」、「ビジネス性」に係る能力を発揮しつつ自らの道を切り開くことができるよう
な人材の育成を目指し、カリキュラムを編成する。

◆カリキュラム体系
1．「 4コース制に基づくカリキュラム配置」
　法学科のカリキュラムは 4つのコース（ビジネス法、公共政策、司法、ヒューマン・ライツ）で編成され
ており、各コースとも 1年次には法学入門、法学概論、憲法Ａ・Ｂ、民法入門、といった必修科目をはじめ、
基礎的な法学・政治学科目の一部を学ぶことで、法学全般への関心を高めていく。同時に、 4つのコース導
入科目を通じて、各コースの特徴や卒業後の進路モデルを理解し、 1年次後期からはいずれかのコースに所
属して専門的な能力を修得する。

2．「少人数演習を核にしたカリキュラム連携」
　 2年次に設置されている入門演習（導入ゼミ）を通じて、法学・政治学学習の基礎を固める。 3・ 4年次
には法学、政治学、教養分野の演習（専門ゼミ）を選択し、特定の分野について深く学習するとともに、関
連する専門科目に係る知見を獲得することができる。

3．「国際性を養うための海外セミナー・カリキュラム」
　独自の教育コンテンツ・プログラムとして、 2週間から 3週間程度の間、外国の大学や国際機関で学ぶ海
外セミナー（韓国、中国、オーストラリア、アメリカ、ILO）がある。

特　色
1．学生サポート制度
　入学当初の学生をサポートする上級生によるSA（スチューデント・アシスタント）、各種の専門科目の授
業を補助する大学院生によるTA（ティーチング・アシスタント）を配置する。また、博士後期課程大学院生
等によるSV（スーパーバイザー）による補助を行う。
2．多彩なイベントと多種多様な資料と研究プロジェクトの成果
　法律指導室においては博士課程院生や若手の弁護士が企画した課外教育として多様な教育イベントが得ら
れる。さらに、Aoyama Law Squareには、法学会、法学部資料室、判例研究所、ビジネスローセンターがあ
り、多種多様な資料、研究プロジェクトの成果に触れることができる。

「ディプロマポリシー（学位授与の方針）」
　法学科は、所属するコースにおける所定のカリキュラムを履修してリーガル・マインドを修得し、かつ、次の
三つのうちのいずれかの条件を満たした学生に「学士（法学）」の学位を授与する。
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1．グローバルな視野の涵養を通して、将来、国際的に活動しつつ自らの道を切り開くことができる。
2．広範な法知識を習得し、将来、法に関する専門的能力を発揮しつつ自らの道を切り開くことができる。
3． 商事取引等、ビジネス社会における法の実態を学び、ビジネスにかかわりつつ自らの道を切り開くことが
できる。
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法学部長

　青山学院大学法学部は、成績評価における公平性と信頼性を確保し、学生の計画的な
法学学習を奨励する目的で、2009年度より、専門講義科目について、下掲の「法学部
成績評価基準」に則った成績評価を実施している。
　なお、これらの科目については、同基準掲載の通り、成績評価終了後に学生ポータル
サイト上などで逐次、「成績評価比率」「試験（あるいは、レポート）問題」「試験（あ
るいは、レポート）の出題意図」「講評」などを告知するので、学生諸君はそれらを今
後の学習のための参考にすること。

法学部成績評価基準（2008年 7月 9日法学部教授会決定）

1． 担当教員は、受講者の成績評価にあたって、極端に厳しい評価、逆に極端に緩や
かな評価とならないよう授業内容と評価方法を工夫する。

2． Ｘ評価とする者を除く受講者の成績評価比率は、AA（ 5 ～10％）、A（15～
20％）、B（30～35％）、C（30～35％）、XX（20％以内）とする。

3． 何らかの理由により、2で示した比率とは異なる成績評価比率とする場合、担当
教員はその理由を具体的に学生に告知する。

4． 再履修クラスおよび受講者数50名以下の科目については、2の基準を「準用」す
るにとどめる（この場合、担当教員は3の告知の義務を負わない）。

5． 担当教員は、採点終了後、全講義科目の成績評価比率の結果（X評価も含める）を
学生に告知する。

6． 担当教員は、採点終了後、全講義科目の「試験（あるいは、レポート）問題」「試
験（あるいは、レポート）の出題意図」および「講評」を学生に告知する（500
～1000字程度）。

7． 通年講義科目については、少なくとも前期・学年末の2回、試験（あるいは、レポー
ト）を実施することを原則とする。

以　上

法学部学生諸君へ
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（１）卒業に必要な単位数
　卒業資格を得るためには、下表に示す区分に従ってその単位を修得しなければなりません。
ここに示す単位数は科目の種別ごとに要求される最低の単位数であり、これが 1単位でも不
足すると卒業は認められません。

（２）学位
　法学部に 4年以上（ただし、 8年を限度とします）在学し、卒業に必要な要件を満たした
者には、学位記を与え、学士（法学）の学位を授与します。

科　目　の　種　別 必選の別 必要単位数

青山スタンダード科目 合計単位数24

第一外国語 必　　修  6

10第一外国語
第二外国語

選択必修  4

専門教育科目

必　　修 16

82
選択必修
（注）

50

選　　択 16

自由選択
科　　目

青 山 ス タ ン ダ ー ド 科 目
外 国 語 科 目
専 門 教 育 科 目
他 学 部 専 門 科 目

選　　択 16 16

合　　　　　計 132

（注） 専門教育科目の選択必修は、各コースで選択条件が異なります。各コースの詳細はP.34以降の
【 4】専門教育科目配置表および履修方法を参照してください。

１．卒業要件

卒業に必要な最低単位数

Ａ．2014年度入学者履修要項
【１】法学部の履修について



法学部（2014年度入学者）

─ 16─

　最高履修制限単位は次のとおりです。各年次ともこの単位を超えて履修することはできま
せん。なお、各年次においては、 1科目以上の履修登録をしなくてはなりません。

1年次 2年次 3年次 4年次 合計

48 48 48 48 192

　 2年次終了時に50単位（法学部卒業要件単位）以上修得しなければ 3年次に進級できませ
ん。

　入学後の 2年間（休学期間を除きます）で修得単位が32単位に満たない者は、成業の見込
のない者として除籍されることがありますので、特に注意が必要です。

　編入学・転学部者は、入学時の学年の履修条件が適用されます。
（例） 2014年度 2年次編入学・転学部者の場合……2013年度入学者の履修条件を適用します。

編入学・転学部者は編入学・転学部した年度に限り、履修順序のある科目を同時に履
修することができます。
また、 2年次編入学・転学部者については認定単位数が卒業に必要な最低単位数の 4
分の 1未満、 3年次編入学者については 2分の 1未満の場合、編入学した年度に限り
その差分を最高履修制限単位に追加して履修することができます。

２．最高履修制限単位

３．進級条件

４．修得単位僅少者

５．編入学・転学部者
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法学部

　青山学院の教育方針は、キリスト教信仰にもとづく教育を基盤として、幅広く深い知識を
授けることにより、主体的な学習能力、着実な思考力、問題解決能力および総合的な判断力
を培い、愛と奉仕の精神をもってすべての人と社会とに対する責任を進んで果たす、人間性
豊かで国際性に富む人材を育成することです。
　本学の全学部に共通する教養教育は、この理念をうけて、「およそ青山学院大学の卒業生
であれば、どの学部・学科を卒業したかに関わりなく、一定の水準の技能・能力と一定の範
囲の知識・教養をそなえているという社会的評価を受けることを到達目標とする」として、
青山スタンダード科目を開講しています。

科 目 の 種 類 必選の別 必要単位

青

山

ス

タ

ン

ダ

ー

ド

科

目

1）教養コア キリスト教理解関連科目 必修 2

2）技能コア

言葉の技能
英語 ※1

第二外国語　※2　※3 必修 4

身体の技能 　必修　※4 2

情報の技能 必修 2

3）テーマ別 キリスト教理解関連科目 必修 2

4）教養コア

人間理解関連科目
社会理解関連科目
自然理解関連科目
歴史理解関連科目

左記 4領域のうち 2領
域から「教養コア科目」
を選択

選択必修 4

5）領域指定

人間理解関連科目
社会理解関連科目
自然理解関連科目
歴史理解関連科目

左記領域より4）で選択
しなかった 2領域から
各 1科目（ 2単位）ず
つ選択。（「教養コア科
目」あるいは「テーマ
別科目」いずれも可）

選択必修 4

フレッシャーズ・セミナー、ウェルカム・レクチャー、キャ
リアデザイン・セミナー、教養コア科目、技能コア科目、テー
マ別科目から選択。

（ 1）～5）で修得した科目は除く）

選択 6

※1　 言葉の技能・英語は、所属する学部（学科）が開講する科目を履修します。詳しくは、所属
する学部（学科）の外国語科目履修方法および配置表に関するページを参照してください。
（英語スキルⅠ－1、Ⅰ－2を除く）

※2　 第二外国語科目の中から 1外国語を選択します（入学手続き時に申請されています）。
※3　第二外国語科目には、履修順序があります。

・ 第二外国語科目は、それぞれ前期の単位が修得できた者のみが後期の履修を認められます。
・ 「インテンシブ・（第二外国語）」は週に半期 4クラスをセットとし前後期で履修登録するも
のです。このうち前期 4クラスのどれか一つでも不合格となれば後期 4クラスを履修する
ことはできません。

・ 「インテンシブ・（第二外国語）」「（第二外国語）Ⅱ」あるいは「（第二外国語）会話（Ⅰ）」は、
「（第二外国語）Ⅰ」の必要単位をすべて修得した者のみが履修を認められます。
・ 「（第二外国語）Ⅲ」は、「インテンシブ・（第二外国語）（Ａ）～（Ｄ）－1」あるいは「（第二外
国語）Ⅱ－2」の単位を修得した者のみが履修を認められます。

・ 「（第二外国語）会話（Ⅱ）」は、「インテンシブ・（第二外国語）（Ａ）～（Ｄ）－1」「（第二外国語）
Ⅱ－2」あるいは「（第二外国語）会話（Ⅰ）－2」の単位を修得した者のみ履修を認められま
す。

※4　 教育人間科学部教育・経済・経営・総合文化政策・社会情報のみ必修です。

１． 全学部に共通する教
養教育の理念・目標

２．履修方法

【２】青山スタンダード科目履修方法および配置表
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法学部

　○　必要単位以上修得した場合は、卒業要件の中の自由選択科目に算入されます。
　○　 第二外国語として修得した外国語以外の第二外国語科目を修得した単位は、卒業要件

の中の自由選択科目に算入されます。
　○　 受講者数の著しく多い科目については、教室の収容人数、教育効果等を考慮して、

クラスの分割・抽選などの措置をとることがあります。
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法学部

（太字は必修科目）

授 業 科 目 単位 配置
年次 備　　　　　考

フレッシャーズ・セミナー 2 1 1年生のみ
ウェルカム・レクチャー 2 1 1年生のみ
キャリアデザイン・セミナー 2 1 1年生のみ

教

養

コ

ア

科

目

（キリスト教理解関連科目）
キ リ ス ト 教 概 論 Ⅰ 2 1
（人間理解関連科目）
自 己 理 解（総合科目）
自 己 理 解（個別科目）

2

2

1

1

（総合科目）：複数の教員による担当
（個別科目）：一人の教員による担当

（社会理解関連科目）
現代社会の諸問題（総合科目）
現代社会の諸問題（個別科目）

2

2

1

1

（総合科目）：複数の教員による担当
（個別科目）：一人の教員による担当

（自然理解関連科目）
科学・技術の視点（総合科目）
科学・技術の視点（個別科目）

2

2

1

1

（総合科目）：複数の教員による担当
（個別科目）：一人の教員による担当

（歴史理解関連科目）
歴 史 と 人 間（総合科目）
歴 史 と 人 間（個別科目）

2

2

1

1

（総合科目）：複数の教員による担当
（個別科目）：一人の教員による担当

技

能

コ

ア

科

目

言

葉

の

技

能

英
語

英 語 ス キ ルⅠ－1 1 1 1年生のみ
英 語 ス キ ルⅠ－2 1 1 1年生のみ

第

二

外

国

語

（第二外国語）Ⅰ（Ａ）－1 1 1
（第二外国語）はフランス語（フランス文
学科除く）、ドイツ語、スペイン語、中国語、
ロシア語、韓国語を指します。

（第二外国語）Ⅰ（Ａ）－2 1 1
（第二外国語）Ⅰ（Ｂ）－1 1 1
（第二外国語）Ⅰ（Ｂ）－2 1 1
英 語 Ⅰ － 1 1 1 フランス文学科のみ選択可。それぞれ週

2回履修し、計 4単位修得してください。英 語 Ⅰ － 2 1 1
英  語 （ Ⅰ Ａ ） － 1 1 1 外国人留学生のみ
英  語 （ Ⅰ Ａ ） － 2 1 1 外国人留学生のみ
英  語 （ Ⅰ Ｂ ） － 1 1 1 外国人留学生のみ
英  語 （ Ⅰ Ｂ ） － 2 1 1 外国人留学生のみ
日 本 語 Ⅰ　（ Ａ ）－1 1 1 外国人留学生のみ
日 本 語 Ⅰ　（ Ａ ）－2 1 1 外国人留学生のみ
日 本 語 Ⅰ　（ Ｂ ）－1 1 1 外国人留学生のみ
日 本 語 Ⅰ　（ Ｂ ）－2 1 1 外国人留学生のみ

身体の
技能

健 康 ・ ス ポ ー ツ 演 習 2 1
教育人間科学部教育・経済・経営・総合
文化政策・社会情報のみ必修

情報の
技能

情 報 ス キ ル Ⅰ 2 1

テ

ー

マ

別

科

目

キ
リ
ス
ト
教
理
解
関
連
科
目
（
領
域
Ａ
）

キ リ ス ト 教 概 論 Ⅱ 2 2・3 理工学部・社会情報学部は 2年次
他は 3年次配置

旧 約 聖 書 と 人 間 2 2･3･4
新 約 聖 書 と 人 間 2 2･3･4
キ リ ス ト 教 生 命 倫 理 2 2･3･4
キ リ ス ト 教 政 治 倫 理 2 2･3･4
キ リ ス ト 教 と 自 然 科 学 2 2･3･4 両キャンパス隔年開講
キ リ ス ト 教 環 境 倫 理 2 2･3･4 両キャンパス隔年開講
キ リ ス ト 教 音 楽 2 2･3･4

３．授業科目配置表
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ー

マ

別

科

目

キ
リ
ス
ト
教
理
解
関
連
科
目
（
領
域
Ａ
）

キ リ ス ト 教 美 術 2 2･3･4
メ ソ ジ ス ト 教 会 史 2 2･3･4
世 界 の 諸 宗 教 2 2･3･4 両キャンパス隔年開講
聖書の中の女性たち（旧約） 2 2･3･4 両キャンパス隔年開講
聖書の中の女性たち（新約） 2 2･3･4 両キャンパス隔年開講
サービス・ラーニングⅠ 2 2･3･4
サービス・ラーニングⅡ 2 2･3･4
海外語学・キリスト教文化研修 2 2･3･4

人
間
理
解
関
連
科
目
（
領
域
Ｂ
）

哲 学 Ａ 2 2･3･4
哲 学 Ｂ 2 2･3･4
哲 学 の 諸 問 題 Ａ 2 2･3･4
哲 学 の 諸 問 題 Ｂ 2 2･3･4
哲 学 の 諸 問 題 Ｃ 2 2･3･4
哲 学 の 諸 問 題 Ｄ 2 2･3･4
論 理 学 Ａ 2 2･3･4
論 理 学 Ｂ 2 2･3･4
論 理 学 の 諸 問 題 Ａ 2 2･3･4
論 理 学 の 諸 問 題 Ｂ 2 2･3･4
倫 理 学 Ａ 2 2･3･4
倫 理 学 Ｂ 2 2･3･4
倫 理 学 の 諸 問 題 Ａ 2 2･3･4
倫 理 学 の 諸 問 題 Ｂ 2 2･3･4
西 洋 倫 理 思 想 史 Ａ 2 2･3･4
西 洋 倫 理 思 想 史 Ｂ 2 2･3･4
言 語 学 Ａ 2 2･3･4
言 語 学 Ｂ 2 2･3･4
日 本 語 学 Ａ 2 2･3･4
日 本 語 学 Ｂ 2 2･3･4
文 学 Ａ 2 2･3･4
文 学 Ｂ 2 2･3･4
文 学 史 Ａ 2 2･3･4
文 学 史 Ｂ 2 2･3･4
美 術 Ａ 2 2･3･4
美 術 Ｂ 2 2･3･4
美 術 史 Ａ 2 2･3･4
美 術 史 Ｂ 2 2･3･4
音 楽 Ａ 2 2･3･4
音 楽 Ｂ 2 2･3･4
音 楽 史 Ａ 2 2･3･4
音 楽 史 Ｂ 2 2･3･4
文 化 人 類 学 Ａ 2 2･3･4
文 化 人 類 学 Ｂ 2 2･3･4
比 較 文 化 Ａ 2 2･3･4
比 較 文 化 Ｂ 2 2･3･4
比 較 文 化 の 諸 問 題 Ａ 2 2･3･4
比 較 文 化 の 諸 問 題 Ｂ 2 2･3･4
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法学部

テ

ー

マ

別

科

目

人
間
理
解
関
連
科
目
（
領
域
Ｂ
）

心 理 学 Ａ 2 2･3･4 心理学科除く
心 理 学 Ｂ 2 2･3･4 心理学科除く
教 育 学 Ａ 2 2･3･4
教 育 学 Ｂ 2 2･3･4
平 和 を 考 え る Ａ 2 2･3･4
平 和 を 考 え る Ｂ 2 2･3･4
人間関係とコミュニケーションＡ 2 2･3･4
人間関係とコミュニケーションＢ 2 2･3･4
文化とコミュニケーションＡ 2 2･3･4 国際政治経済学部除く
文化とコミュニケーションＢ 2 2･3･4 国際政治経済学部除く

社
会
理
解
関
連
科
目
（
領
域
Ｃ
）

法学（日本国憲法を含む）Ａ 2 2･3･4 法学部除く。
教員免許状取得申請者は、 1年次から履
修できます。法学（日本国憲法を含む）Ｂ 2 2･3･4

日 本 の 法 と 社 会 Ａ 2 2･3･4
日 本 の 法 と 社 会 Ｂ 2 2･3･4
国 際 政 治 経 済 学 Ａ 2 2･3･4
国 際 政 治 経 済 学 Ｂ 2 2･3･4
国 際 関 係 概 論 Ａ 2 2･3･4
国 際 関 係 概 論 Ｂ 2 2･3･4
社 会 学 Ａ 2 2･3･4
社 会 学 Ｂ 2 2･3･4
現代社会と教育人間学Ａ 2 2･3･4
現代社会と教育人間学Ｂ 2 2･3･4
経 済 学 Ａ 2 2･3･4 経済学部除く
経 済 学 Ｂ 2 2･3･4 経済学部除く
情 報 社 会 科 学 Ａ 2 2･3･4
情 報 社 会 科 学 Ｂ 2 2･3･4
情 報 社 会 論 2 2･3･4
社 会 情 報 論 2 2･3･4
人 口 問 題 Ａ 2 2･3･4
人 口 問 題 Ｂ 2 2･3･4
フ ェ ミ ニ ズ ム Ａ 2 2･3･4
フ ェ ミ ニ ズ ム Ｂ 2 2･3･4
民 族 問 題 Ａ 2 2･3･4
民 族 問 題 Ｂ 2 2･3･4
マ ス メ デ ィ ア と 社 会 2 2･3･4
デ ー タ サ イ エ ン ス 2 2･3･4
福 祉 と 人 間 Ａ 2 2･3･4
福 祉 と 人 間 Ｂ 2 2･3･4
グローバリゼーションとＷＴＯ 2 2･3･4
日 本 農 業 と Ｗ Ｔ Ｏ 2 2･3･4
環 境 問 題 と 社 会 2 2･3･4 NPO環境平和持続の会寄附講座

（
領
域
Ｄ
）

技 術 史 Ａ 2 2･3･4
技 術 史 Ｂ 2 2･3･4
日 常 生 活 の 数 理 2 2･3･4
数 理 科 学 入 門 Ⅰ 2 2･3･4 理工学部・社会情報学部を除く
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法学部

テ

ー

マ

別

科

目

自
然
理
解
関
連
科
目
（
領
域
Ｄ
）

数 理 科 学 入 門 Ⅱ 2 2･3･4 理工学部・社会情報学部を除く
数 理 科 学 の 視 点 2 2･3･4
数 理 モ デ ル 2 2･3･4
自 然 科 学 概 論 Ａ 2 2･3･4
自 然 科 学 概 論 Ｂ 2 2･3･4
文化としての科学・技術Ａ 2 2･3･4
文化としての科学・技術Ｂ 2 2･3･4
生活と先端テクノロジー 2 2･3･4
ラ イ フ サ イ エ ン ス 2 2･3･4
ゲ ノ ム 2 2･3･4
生 物 と 地 球 環 境 2 2･3･4
地 球 環 境 保 全 2 2･3･4
バイオテクノロジーと生命倫理 2 2･3･4
地球観（自然と人の倫理） 2 2･3･4
生 命 と 地 球 の 歴 史 2 2･3･4
宇 宙 科 学 2 2･3･4
野 鳥 の 生 態 2 2･3･4
鳥 類 と 生 物 多 様 性 2 2･3･4
植 物 生 態 学 2 2･3･4
先 端 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 2･3･4
環 境 科 学 Ａ 2 2･3･4
環 境 科 学 Ｂ 2 2･3･4
自 然 地 理 学 Ａ 2 2･3･4
自 然 地 理 学 Ｂ 2 2･3･4
科 学 史 2 2･3･4
生命と生態系（環境と生物） 2 2･3･4
生 命 の 連 続（ 遺 伝 ） 2 2･3･4
か た ち の 科 学 2 2･3･4
自 然 史 2 2･3･4
自 然 観 の 変 遷 2 2･3･4

歴
史
理
解
関
連
科
目
（
領
域
Ｅ
）

青 山 学 院 大 学 の 歴 史 2 2･3･4
日 本 社 会 史 Ａ 2 2･3･4
日 本 社 会 史 Ｂ 2 2･3･4
日 本 社 会 史 Ｃ 2 2･3･4
中 国 史 Ａ 2 2･3･4
中 国 史 Ｂ 2 2･3･4
ヨ ー ロ ッ パ 史 Ａ 2 2･3･4
ヨ ー ロ ッ パ 史 Ｂ 2 2･3･4
ヨ ー ロ ッ パ 史 Ｃ 2 2･3･4
現 代 史 Ａ 2 2･3･4
現 代 史 Ｂ 2 2･3･4
現 代 史 Ｃ 2 2･3･4
現 代 史 Ｄ 2 2･3･4
考 古 学 Ａ 2 2･3･4
考 古 学 Ｂ 2 2･3･4
科 学 思 想 史 Ａ 2 2･3･4
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法学部

テ

ー

マ

別

科

目

言
葉
の
技
能
（
領
域
Ｆ
）

インテンシブ・（第二外国語）（Ａ）－1 1 2･3･4

（第二外国語）はフランス語（フランス文
学科除く）、ドイツ語、スペイン語、中国
語、ロシア語、韓国語を指します。

インテンシブ・（第二外国語）（Ａ）－2 1 2･3･4
インテンシブ・（第二外国語）（Ｂ）－1 1 2･3･4
インテンシブ・（第二外国語）（Ｂ）－2 1 2･3･4
インテンシブ・（第二外国語）（Ｃ）－1 1 2･3･4
インテンシブ・（第二外国語）（Ｃ）－2 1 2･3･4
インテンシブ・（第二外国語）（Ｄ）－1 1 2･3･4
インテンシブ・（第二外国語）（Ｄ）－2 1 2･3･4
（第二外国語）Ⅱ （Ａ）－1 1 2･3･4

（第二外国語）はフランス語（フランス文
学科除く）、ドイツ語、スペイン語、中国
語を指します。

（第二外国語）Ⅱ （Ａ）－2 1 2･3･4
（第二外国語）Ⅱ （Ｂ）－1 1 2･3･4
（第二外国語）Ⅱ （Ｂ）－2 1 2･3･4
（第二外国語）Ⅱ （Ｃ）－1 1 2･3･4
（第二外国語）Ⅱ （Ｃ）－2 1 2･3･4

（第 二 外 国 語） Ⅱ － 1 1 2･3･4（第二外国語）はフランス語、ドイツ語、
スペイン語、中国語、ロシア語、韓国語
を指します。（第 二 外 国 語） Ⅱ － 2 1 2･3･4

英 語 Ⅱ － 1 1 2･3･4
フランス文学科のみ

英 語 Ⅱ － 2 1 2･3･4
英 語 （ Ⅱ Ａ ） － 1 1 2･3･4

外国人留学生のみ
英 語 （ Ⅱ Ａ ） － 2 1 2･3･4
英 語 （ Ⅱ Ｂ ） － 1 1 2･3･4
英 語 （ Ⅱ Ｂ ） － 2 1 2･3･4
日 本 語 Ⅱ － 1 1 2･3･4

外国人留学生のみ
日 本 語 Ⅱ － 2 1 2･3･4
（ 第 二 外 国 語 ）Ⅲ － 1 1 3・4 （第二外国語）はドイツ語、スペイン語、

中国語、ロシア語、韓国語を指します。（ 第 二 外 国 語 ）Ⅲ － 2 1 3・4
フ ラ ン ス 語 Ⅲ （ Ａ ）－ 1 1 3・4

フランス文学科除く
フ ラ ン ス 語 Ⅲ （ Ａ ）－ 2 1 3・4
フ ラ ン ス 語 Ⅲ （ Ｂ ）－ 1 1 3・4
フ ラ ン ス 語 Ⅲ （ Ｂ ）－ 2 1 3・4
英 語 Ⅲ － 1 1 3・4

フランス文学科のみ
英 語 Ⅲ － 2 1 3・4
英 語 （Ⅲ） － 1 1 3・4

外国人留学生のみ
英 語 （Ⅲ） － 2 1 3・4
日 本 語 Ⅲ － 1 1 3・4

外国人留学生のみ
日 本 語 Ⅲ － 2 1 3・4

（第二外国語）会話 （Ⅰ）－1 1 2･3･4（第二外国語）はフランス語（フランス文
学科除く）、ドイツ語、スペイン語、中国
語、ロシア語、韓国語、英語（フランス
文学科のみ）を指します。（第二外国語）会話 （Ⅰ）－2 1 2･3･4

（第二外国語）会話 （Ⅱ）－1 1 3・4 （第二外国語）はフランス語（フランス文
学科除く）、ドイツ語、スペイン語、中国
語、ロシア語、韓国語を指します。（第二外国語）会話 （Ⅱ）－2 1 3・4

日 本 語　 （ Ⅰ Ｓ ）Ａ 1 3

交換留学生のみ日 本 語　 （ Ⅰ Ｆ ）Ａ 1 3

日 本 語　 （ Ⅰ Ｓ ）Ｂ 1 3
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法学部
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ー

マ

別

科

目

言
葉
の
技
能
（
領
域
Ｆ
）

日 本 語　 （ Ⅰ Ｆ ）Ｂ 1 3

交換留学生のみ

日 本 語　 （ Ⅰ Ｓ ）Ｃ 1 3

日 本 語　 （ Ⅰ Ｆ ）Ｃ 1 3

日 本 語　 （ Ⅰ Ｓ ）Ｄ 1 3

日 本 語　 （ Ⅰ Ｆ ）Ｄ 1 3

日 本 語　 （ Ⅱ Ｓ ）Ａ 1 3

日 本 語　 （ Ⅱ Ｆ ）Ａ 1 3

日 本 語　 （ Ⅱ Ｓ ）Ｂ 1 3

日 本 語　 （ Ⅱ Ｆ ）Ｂ 1 3

日 本 語　 （ Ⅱ Ｓ ）Ｃ 1 3

日 本 語　 （ Ⅱ Ｆ ）Ｃ 1 3

日 本 語　 （ Ⅱ Ｓ ）Ｄ 1 3

日 本 語　 （ Ⅱ Ｆ ）Ｄ 1 3

日 本 語　 （ Ⅲ Ｓ ）Ａ 1 3

日 本 語　 （ Ⅲ Ｆ ）Ａ 1 3

日 本 語　 （ Ⅲ Ｓ ）Ｂ 1 3

日 本 語　 （ Ⅲ Ｆ ）Ｂ 1 3

日 本 語　 （ Ⅲ Ｓ ）Ｃ 1 3

日 本 語　 （ Ⅲ Ｆ ）Ｃ 1 3

日 本 語　 （ Ⅲ Ｓ ）Ｄ 1 3

日 本 語　 （ Ⅲ Ｆ ）Ｄ 1 3

日 本 語　 （ Ⅳ Ｓ ）Ａ 1 3

日 本 語　 （ Ⅳ Ｆ ）Ａ 1 3

日 本 語　 （ Ⅳ Ｓ ）Ｂ 1 3

日 本 語　 （ Ⅳ Ｆ ）Ｂ 1 3

日 本 語　 （ Ⅳ Ｓ ）Ｃ 1 3

日 本 語　 （ Ⅳ Ｆ ）Ｃ 1 3

日 本 語　 （ Ⅳ Ｓ ）Ｄ 1 3

日 本 語　 （ Ⅳ Ｆ ）Ｄ 1 3

日 本 語　 （ Ⅴ Ｓ ）Ａ 1 3

日 本 語　 （ Ⅴ Ｆ ）Ａ 1 3

日 本 語　 （ Ⅴ Ｓ ）Ｂ 1 3

日 本 語　 （ Ⅴ Ｆ ）Ｂ 1 3

日 本 語　 （ Ⅴ Ｓ ）Ｃ 1 3

日 本 語　 （ Ⅴ Ｆ ）Ｃ 1 3

日 本 語　 （ Ⅴ Ｓ ）Ｄ 1 3

日 本 語　 （ Ⅴ Ｆ ）Ｄ 1 3

日 本 語　 （ Ⅵ Ｓ ）Ａ 1 3

日 本 語　 （ Ⅵ Ｆ ）Ａ 1 3

日 本 語　 （ Ⅵ Ｓ ）Ｂ 1 3

日 本 語　 （ Ⅵ Ｆ ）Ｂ 1 3

日 本 語　 （ Ⅵ Ｓ ）Ｃ 1 3

日 本 語　 （ Ⅵ Ｆ ）Ｃ 1 3

日 本 語　 （ Ⅵ Ｓ ）Ｄ 1 3

日 本 語　 （ Ⅵ Ｆ ）Ｄ 1 3

日 本 事 情 （ Ⅰ Ｓ ） 2 3
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マ

別

科
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言
語
の
技
能
（
領
域
Ｆ
）

日 本 事 情 （ Ⅰ Ｆ ） 2 3

交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅱ Ｓ ） 2 3

日 本 事 情 （ Ⅱ Ｆ ） 2 3

日 本 事 情 （ Ⅲ Ｓ ） 2 3

日 本 事 情 （ Ⅲ Ｆ ） 2 3

日 本 事 情 （ Ⅳ Ｓ ） 2 3

日 本 事 情 （ Ⅳ Ｆ ） 2 3

日 本 事 情 （ Ⅴ Ｓ ） 2 3

日 本 事 情 （ Ⅴ Ｆ ） 2 3

日 本 事 情 （ Ⅵ Ｓ ） 2 3

日 本 事 情 （ Ⅵ Ｆ ） 2 3

アメリカ合衆国の社会と文化Ａ 2 2･3･4
アメリカ合衆国の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
アメリカ合衆国の社会と文化Ｃ 2 2･3･4
英 語 圏 の 社 会 と 文 化 Ａ 2 2･3･4 国際政治経済学部除く
英 語 圏 の 社 会 と 文 化 Ｂ 2 2･3･4
フランス語圏の社会と文化Ａ 2 2･3･4
フランス語圏の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
フランス語圏の社会と文化Ｃ 2 2･3･4
ドイツ語圏の社会と文化Ａ 2 2･3･4
ドイツ語圏の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
ドイツ語圏の社会と文化Ｃ 2 2･3･4
スペイン語圏の社会と文化Ａ 2 2･3･4
スペイン語圏の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
スペイン語圏の社会と文化Ｃ 2 2･3･4
中国語圏の社会と文化Ａ 2 2･3･4
中国語圏の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
中国語圏の社会と文化Ｃ 2 2･3･4
ロシア語圏の社会と文化Ａ 2 2･3･4
ロシア語圏の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
韓国・朝鮮の社会と文化Ａ 2 2･3･4
韓国・朝鮮の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
イスラム圏の社会と文化Ａ 2 2･3･4
イスラム圏の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
日 本 学 Ａ 2 2･3･4 交換留学生・外国人留学生のみ
日 本 学 Ｂ 2 2･3･4 交換留学生・外国人留学生のみ
E n g l i s h  S t u d i e s  Ａ 2 2･3･4
E n g l i s h  S t u d i e s  Ｂ 2 2･3･4
E n g l i s h  S t u d i e s  Ｃ 2 2･3･4
E n g l i s h  S t u d i e s  Ｅ 2 2･3･4
こ と ば の 研 究 Ａ 2 2･3･4
こ と ば の 研 究 Ｂ 2 2･3･4
少数民族の社会と文化Ａ 2 2･3･4
少数民族の社会と文化Ｂ 2 2･3･4
民 族 文 化 論 Ａ 2 2･3･4
民 族 文 化 論 Ｂ 2 2･3･4
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法学部

テ

ー

マ

別

科

目

身
体
の
技
能
（
領
域
Ｇ
）

健 康 医 学 2 2･3･4
身 体 の 仕 組 み と 病 気 Ａ 2 2･3･4
身 体 の 仕 組 み と 病 気 Ｂ 2 2･3･4
ス ポ ー ツ 生 理 学 2 2･3･4
スポーツバイオメカニクス 2 2･3･4
ス ポ ー ツ 心 理 学 2 2･3･4
動 き の 人 間 学 2 2･3･4
医 療 社 会 学 2 2･3･4

ス ポ ー ツ 運 動 実 習 1 2･3･4
4回まで重複履修を認めます。教員免許状
取得申請者は、 1年次から履修できます。

アドバンストスポーツ実習 2 2･3･4
情
報
の
技
能（
領
域
Ｈ
）

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 Ⅰ 2 2･3･4
プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 Ⅱ 2 2･3･4
情 報 ス キ ル Ⅱ 2 2･3･4
eラーニングの法的課題入門 2 2･3･4

キ
ャ
リ
ア
の
技
能
（
領
域
Ｉ
）

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 基 礎 2 2･3･4
キ ャ リ ア デ ザ イ ン 応 用 2 3・4
仕 事 力 基 礎 論 2 2･3･4
日 本 語 文 章 作 成 演 習 2 2･3･4
国 際 ビ ジ ネ ス 入 門 Ａ 2 2･3･4
国 際 ビ ジ ネ ス 入 門 Ｂ 2 2･3･4
感 性 ビ ジ ネ ス Ａ
―ファッション産業のフロンティア―

2 2･3･4

感 性 ビ ジ ネ ス Ｂ
―ファッション産業のフロンティア―

2 2･3･4

感 性 ビ ジ ネ ス Ｃ
―ファッション・ビジネス戦略論―

2 2･3･4
㈶ファッション産業人材育成機構
（IFI）寄附講座

感 性 ビ ジ ネ ス Ｄ
―ファッション・ビジネス戦略論―

2 2･3･4
㈶ファッション産業人材育成機構
（IFI）寄附講座

バーソナル・マネー・マネジメント入門 2 2･3･4 三井生命寄附講座
企業のモノづくりと人づくりのリテラシー 2 2･3･4
国際ビジネスと海外事情Ａ 2 2･3･4
国際ビジネスと海外事情Ｂ 2 2･3･4
現 代 金 融 の 諸 問 題 2 2･3･4 金融青山会寄附講座
ファイナンシャルプランニング入門 2 2･3･4 ㈱近代セールス社寄附講座
ファイナンシャルプランニング基礎 2 2･3･4 ㈱近代セールス社寄附講座
囲碁で養うロジカルシンキング 2 2･3･4 公益財団法人日本棋院寄附講座
ファッション流通ビジネス論 2 2･3･4
海 外 語 学 ・ 文 化 研 修 Ⅰ 2 2･3･4
海 外 語 学 ・ 文 化 研 修 Ⅱ 2 2･3･4
海 外 語 学 ・ 文 化 研 修 Ⅲ 2 2･3･4
ビジネスコミュニケーション 2 2･3･4
世 界 遺 産 入 門 2 2･3･4 NPO法人世界遺産アカデミー寄附講座
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2014年度入学者（外国人留学生を除く）外国語科目必要単位表

履
修
年
次

必
選 第一外国語

必
要
単
位
数

第二外国語

必
要
単
位
数

1
〜

必
修

コミュニケーション＆ユーセジⅠ 2 （申請した第二外国語）Ⅰ（Ａ）－1 1

コミュニケーション＆リーディングⅠ 2 （申請した第二外国語）Ⅰ（Ａ）－2 1

オーラル・イングリッシュⅠ 2 （申請した第二外国語）Ⅰ（Ｂ）－1 1

（申請した第二外国語）Ⅰ（Ｂ）－2 1

選
択

英語能力試験対策講座Ⅰ 自
由
選
択
へ
算
入

英語能力試験対策講座Ⅱ

英語能力試験対策講座Ⅲ

英語能力試験対策講座Ⅳ

選択必修（第一外国語・第二外国語）の登録申請

選択必修を第一外国語として
登録した場合　　　　　　　

選択必修を※第二外国語として
登録した場合　　　　　　　　

履
修
年
次

必
選 第一外国語

必
要
単
位
数

履
修
年
次

必
選 第二外国語

必
要
単
位
数

2
〜

必
修

コミュニケーション&リーディングⅡ 2

2
〜

選
択
必
修

（申請した第二外国語）
Ⅱ－1、－2
（各 1単位）

2同
時
履
修

インテンシブ
（申請した第二外国語）
Ⅱ（Ａ）～（Ｄ）－1、－2
（各 1単位）

（申請した第二外国語）
Ⅱ（Ａ）～（Ｃ）－1、－2
（各 1単位）

2同
時
履
修

インテンシブ
（申請した第二外国語）
Ⅱ（Ａ）～（Ｄ）－1、－2
（各 1単位）

※　 フランス語・ドイツ語・スペイン語・中国
語に限ります。

コミュニケーション＆ユーセジⅡ 2

選
択

オーラル・イングリッシュⅡ

自
由
選
択
へ
算
入

3
〜

オーラル・イングリッシュⅢ

イングリッシュ・ワークショップＡ

イングリッシュ・ワークショップＢ

イングリッシュ・ワークショップＣ

イングリッシュ・ワークショップＤ

2014年度入学者
外国語科目履修方法
および配置表

【３】外国語科目履修方法および配置表
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○必　　修（10単位）
　第一外国語科目から定められた 3科目 6単位および入学手続時に申請した第二外国語 4
科目 4単位を必ず履修してください。

○選択必修（ 4単位）
1年次、12月の登録により選択した第一外国語科目 4単位あるいは第二外国語科目 4単位
を必ず履修してください。詳細は、別途学生ポータルでお知らせします。
注1） 第一外国語必修 6単位および選択必修 4単位を超えて修得した外国語科目の単位

は、自由選択科目16単位に算入されます。
注2） 登録した外国語科目は必修の扱いとなります。したがって単位の修得ができない場

合は、他の外国語科目で卒業要件単位を充足しても卒業は認められません。また、
登録後の変更も一切認めません。

（ 1）第一外国語科目の必要単位
○必　　修（６単位）
・コミュニケーション＆ユーセジⅠ（ 2単位）
・コミュニケーション＆リーディングⅠ（ 2単位）
・オーラル・イングリッシュⅠ（ 2単位）

○選択必修（４単位）　 ※選択必修（４単位）を第一外国語で登録した場合
・コミュニケーション＆リーディングⅡ（ 2単位）
・コミュニケーション＆ユーセジⅡ（ 2単位）

（ 2） 第一外国語選択科目は自由選択科目16単位に算入されます。なお、英語能力試験対策
講座Ⅰ～Ⅳは35名の人数制限科目です。『講義内容』記載の開講趣旨と留意点をよく理
解し、また 4月の履修ガイダンスの説明に留意のうえ、『学年初頭行事』で指示された
期間内に応募してください。

（ 3）他学部の第一外国語科目は履修することができません。

（ 4） 再履修者のためのクラスが開設されている場合は、必ずそのクラスで受講しなければ
なりません。

（ 1）英語コース
Ａ． 入学手続時に第一外国語の申請を「英語」とした者は、上記の「 1．第一外国語科目履

修方法」と同じ履修方法とします。
Ｂ． 言葉の技能〔領域Ｆ〕（第二外国語）の履修方法

入学手続時に第一外国語の申請を「英語」とした者は、以下のとおりとします。
必　　修（ 4単位）
日本語Ⅰ（Ａ）－1（ 1単位）、日本語Ⅰ（Ａ）－2（ 1単位）
日本語Ⅰ（Ｂ）－1（ 1単位）、日本語Ⅰ（Ｂ）－2（ 1単位）

（ 2）日本語コース
Ａ．入学手続時に第一外国語の申請を「日本語」としたものは以下のとおりとします。
○必　　修（10単位）

日本語初級Ａ－1（ 1単位）、日本語初級Ａ－2（ 1単位）
日本語初級Ｂ－1（ 1単位）、日本語初級Ｂ－2（ 1単位）
日本語初級Ｃ－1（ 1単位）、日本語初級Ｃ－2（ 1単位）
日本語中級Ａ－1（ 1単位）、日本語中級Ａ－2（ 1単位）
日本語中級Ｂ－1（ 1単位）、日本語中級Ｂ－2（ 1単位）

１．第一外国語
　　科目履修方法

２． 外国人留学生の
　　履修方法および
　　必要単位
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Ｂ．言葉の技能〔領域Ｆ〕（第二外国語）の履修方法
入学手続時に第一外国語の申請を「日本語」とした者は、以下のとおりとします。フラ
ンス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、ロシア語、韓国語、英語のうちから 1外国語
を履修してください。ただし、母国語は言葉の技能〔領域Ｆ〕（第二外国語）として履
修できません。
注1）Ａ、Ｂに分かれているものは、両方とも履修しなければなりません。
　　 また、 4単位を超えて修得した場合は、自由選択科目に算入されます。
注2） 本学入学以前に、高等学校あるいは海外等ですでに学習したことのある者が、そ

の学力をⅠ修了者に準ずると認定された場合、Ⅱの科目で卒業に必要な単位に充
当することができます。詳細は『学年初頭行事』を参照してください。

（太字は必修科目）

授 業 科 目 単位 履修年次 備　　　考

コミュニケーション＆ユーセジⅠ 2 1

コミュニケーション＆リーディングⅠ 2 1

オーラル・イングリッシュⅠ 2 1

英語能力試験対策講座Ⅰ 2 1 35名の人数制限科目

英語能力試験対策講座Ⅱ 2 1 35名の人数制限科目

英語能力試験対策講座Ⅲ 2 1 35名の人数制限科目

英語能力試験対策講座Ⅳ 2 1 35名の人数制限科目

（※1）コミュニケーション＆リーディングⅡ 2 2 下記※1参照

（※1）コミュニケーション＆ユーセジⅡ 2 2 下記※1参照

オーラル・イングリッシュⅡ 2 2

オーラル・イングリッシュⅢ 2 3・4

イングリッシュ・ワークショップＡ 2 3・4

イングリッシュ・ワークショップＢ 2 3・4

イングリッシュ・ワークショップＣ 2 3・4

イングリッシュ・ワークショップＤ 2 3・4

外
国
人
留
学
生
用

日 本 語 初 級 Ａ－1 1 1

日 本 語 初 級 Ａ－2 1 1

日 本 語 初 級 Ｂ－1 1 1

日 本 語 初 級 Ｂ－2 1 1

日 本 語 初 級 Ｃ－1 1 1

日 本 語 初 級 Ｃ－2 1 1

日 本 語 中 級 Ａ－1 1 2

日 本 語 中 級 Ａ－2 1 2

日 本 語 中 級 Ｂ－1 1 2

日 本 語 中 級 Ｂ－2 1 2

日 本 語 上 級 Ａ－1 1 3・4

日 本 語 上 級 Ａ－2 1 3・4

※1： 選択必修（ 4単位）を第一外国語で登録した場合は必ず履修し、単位を修得しなければなり
ません。

３．第一外国語
　　科目配置表
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（ 1）第二外国語科目の必要単位
○必　　修（４単位）
　詳細はP.17・19・31を参照してください。
○選択必修（４単位）　※選択必修（４単位）を第二外国語で登録した場合

フランス語

Ⅱ－1、－2
Ⅱ（Ａ）～（Ｃ）－1、－2
Ⅱ－1、－2（再履修者用）
インテンシブコース（Ａ）～（Ｄ）－1、－2
（すべて各 1単位）

左表から 1ヵ国語
を選択必修

ド イ ツ 語

Ⅱ－1、－2
Ⅱ（Ａ）～（Ｃ）－1、－2
Ⅱ－1、－2（再履修者用）
インテンシブコース（Ａ）～（Ｄ）－1、－2
（すべて各 1単位）

スペイン語

Ⅱ－1、－2
Ⅱ（Ａ）～（Ｃ）－1、－2
Ⅱ－1、－2（再履修者用）
インテンシブコース（Ａ）～（Ｄ）－1、－2
（すべて各 1単位）

中　国　語

Ⅱ－1、－2
Ⅱ（Ａ）～（Ｃ）－1、－2
Ⅱ－1、－2（再履修者用）
インテンシブコース（Ａ）～（Ｄ）－1、－2
（すべて各 1単位）

注1） 上記各言語の「Ⅱ－1、－2」（計 2単位）は必ず履修し、単位を修得しなければなりません。
　　　また、選択必修 4単位を超えて修得した場合、自由選択科目に算入されます。
注2） インテンシブコースは、（Ａ）～（Ｄ）－1、－2の 8科目（計 8単位）を同時履修しなければな

りません。修得した単位のうち 4単位が第二外国語科目選択必修として算入され、残る単位
はテーマ別科目に算入されます。

（ 2） 第二外国語科目は入学時に学籍資料票により申請した外国語の科目を履修しなければ
なりません。ただし、選択必修（ 4単位）で履修できる言語は、フランス語、ドイツ語、
スペイン語、中国語に限ります。従って、 1年次に第二外国語をロシア語、韓国語で
履修した場合の選択必修（ 4単位）は、第一外国語で履修することになります。

（ 3） 第二外国語科目には、履修順序があります。詳細はP.17「青山スタンダード科目履修
方法および配置表」を参照してください。

（ 4）他学部の第二外国語科目は原則として履修できません。

（ 5） 再履修者のためのクラスが開設されている場合は、必ず指定されたクラスで履修しな
ければなりません。

（ 6） 学籍資料票により申請した外国語以外の科目および選択科目は自由選択科目に算入さ
れます。

４．第二外国語
　　科目履修方法
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（ 7） 本学入学以前に、高等学校あるいは海外等ですでに学習したことのある者は、その学
力をⅠ（Ａ）・Ⅰ（Ｂ）修了者に準ずると認定された場合、Ⅱの科目で卒業に必要な単位
に充当することができます。

　　 詳細は『学年初頭行事（青山スタンダード）』を参照してください。
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※は法学部のみの開講科目（選択必修用）

授 業 科 目 単位 履修年次 備　　　考

中　
　
　

級

※ フ ラ ン ス 語 Ⅱ－1、－2 各 1 2

フ ラ ン ス 語 Ⅱ－1、－2 各 1 2

フ ラ ン ス 語 Ⅱ（Ａ）－1、－2 各 1 2

フ ラ ン ス 語 Ⅱ（Ｂ）－1、－2 各 1 2

フ ラ ン ス 語 Ⅱ（Ｃ）－1、－2 各 1 2

※ ド イ ツ 語 Ⅱ－1、－2 各 1 2

ド イ ツ 語 Ⅱ－1、－2 各 1 2

ド イ ツ 語 Ⅱ（Ａ）－1、－2 各 1 2

ド イ ツ 語 Ⅱ（Ｂ）－1、－2 各 1 2

ド イ ツ 語 Ⅱ（Ｃ）－1、－2 各 1 2

※ ス ペ イ ン 語 Ⅱ－1、－2 各 1 2

ス ペ イ ン 語 Ⅱ－1、－2 各 1 2

ス ペ イ ン 語 Ⅱ（Ａ）－1、－2 各 1 2

ス ペ イ ン 語 Ⅱ（Ｂ）－1、－2 各 1 2

ス ペ イ ン 語 Ⅱ（Ｃ）－1、－2 各 1 2

※ 中 国 語 Ⅱ－1、－2 各 1 2

中 国 語 Ⅱ－1、－2 各 1 2

中 国 語 Ⅱ（Ａ）－1、－2 各 1 2

中 国 語 Ⅱ（Ｂ）－1、－2 各 1 2

中 国 語 Ⅱ（Ｃ）－1、－2 各 1 2

ロ シ ア 語 Ⅱ－1、－2 各 1 2

韓 国 語 Ⅱ－1、－2 各 1 2

上　
　
　

級

フ ラ ン ス 語 Ⅲ（Ａ）－1、－2 各 1 3

フ ラ ン ス 語 Ⅲ（Ｂ）－1、－2 各 1 3

ド イ ツ 語 Ⅲ－1、－2 各 1 3

ス ペ イ ン 語 Ⅲ－1、－2 各 1 3

中 国 語 Ⅲ－1、－2 各 1 3

ロ シ ア 語 Ⅲ－1、－2 各 1 3

韓 国 語 Ⅲ－1、－2 各 1 3

会　
　
　

話

フ ラ ン ス 語　会話（Ⅰ）－1、－2 各 1 2

フ ラ ン ス 語　会話（Ⅱ）－1、－2 各 1 3

ド イ ツ 語　会話（Ⅰ）－1、－2 各 1 2

ド イ ツ 語　会話（Ⅱ）－1、－2 各 1 3

ス ペ イ ン 語　会話（Ⅰ）－1、－2 各 1 2

ス ペ イ ン 語　会話（Ⅱ）－1、－2 各 1 3

中 国 語　会話（Ⅰ）－1、－2 各 1 2

中 国 語　会話（Ⅱ）－1、－2 各 1 3

ロ シ ア 語　会話（Ⅰ）－1、－2 各 1 2

韓 国 語　会話（Ⅰ）－1、－2 各 1 2

外
国
人
留
学
生
用

日 本 語 Ⅱ－1、－2 各 1 2

日 本 語 Ⅲ－1、－2 各 1 3

英　　　　　語（ⅡＡ）－1、－2 各 1 2

英　　　　　語（ⅡＢ）－1、－2 各 1 2

英　　　　　語（Ⅲ）－1、－2 各 1 3

５．第二外国語
　　科目配置表
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交
換
留
学
生
用

日 本 語（ⅠＳ）Ａ～Ｄ 各１ 3

日 本 語（ⅠＦ）Ａ～Ｄ 各１ 3

日 本 語（ⅡＳ）Ａ～Ｄ 各１ 3

日 本 語（ⅡＦ）Ａ～Ｄ 各１ 3

日 本 語（ⅢＳ）Ａ～Ｄ 各１ 3

日 本 語（ⅢＦ）Ａ～Ｄ 各１ 3

日 本 語（ⅣＳ）Ａ～Ｄ 各１ 3

日 本 語（ⅣＦ）Ａ～Ｄ 各１ 3

日 本 語（ⅤＳ）Ａ～Ｄ 各１ 3

日 本 語（ⅤＦ）Ａ～Ｄ 各１ 3

日 本 語（ⅥＳ）Ａ～Ｄ 各１ 3

日 本 語（ⅥＦ）Ａ～Ｄ 各１ 3
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（１）コース登録
　 1年次の後期から 4コース（ビジネス法コース、公共政策コース、司法コース、ヒューマ
ン・ライツコース）に分かれるため 1年次の前期にコース登録をしてください。登録方法、
スケジュールなど詳細は学生ポータルにてお知らせします。

（２）コースの変更
　コース登録後のコース変更は、 2年次以降の各年次の開始に先立って認めます。申請方
法、スケジュールなど詳細は学生ポータルにてお知らせいたします。なお、変更希望先コー
スの登録人数が各年次に所属する学生の60％超である場合には、前年次の学業成績を参考に
してコース変更の可否を決定します。

（３）コースの目的
○ ビジネス法コース：将来、日本と世界のビジネスの最前線で活躍したい学生向けのコース。
民法や商法を出発点として、ビジネスの現場で要求されるさまざまな法知識を習得する。

○ 公共政策コース：公務員、政治家など政策のプロフェッショナルを志望する学生向けの
コース。行政法や政治学を出発点として、政策の立案・実施・評価にかかわる幅広い法知
識を習得する。

○ 司法コース：法曹や隣接法曹（司法書士、行政書士など）を目指す学生向けのコース。法
律のプロフェッショナルが備えるべき広範な法知識を習得する。

○ ヒューマン・ライツコース：NPO、マスメディア、国際機関、企業のCSR（社会的責任）
などでの業務において必要となるヒューマンライツ（人権）の法を学びたい学生向けのコー
ス。グローバルな視野と現場の感覚を結ぶ、新領域の知識を習得する。

（１）卒業要件単位数
　法学部の卒業に必要な専門教育科目の単位数は以下のとおりです。

専

門

教

育

科

目

全コース必修科目 16

82選択必修科目

基礎選択必修科目 10

50

共通選択必修科目

ビジネス法コース 30

公共政策コース 30

司法コース 34

ヒューマン・ライツコース 28

コース選択必修科目

ビジネス法コース 10

公共政策コース 10

司法コース  6

ヒューマン・ライツコース 12

選択科目 16

【４】専門教育科目配置表および履修方法

１．コースについて

２． 専門教育科目の
　　履修方法



法学部（2014年度入学者）

─ 35─

①　全コース必修科目
　全コース必修科目は、どのコースでも単位を修得しなくてはなりません。
必要単位数　16単位

科目名 単位 履修年次

法学入門 2 1

法学概論（公法系） 2 1

法学概論（私法系） 2 1

民法入門 2 1

憲法Ａ 2 1

憲法Ｂ 2 1

刑法Ａ 2 2

刑法Ｂ 2 2

②　基礎選択必修科目
　科目群Ⅱより、「全コース必修科目」以外に「近代日本法史」「近代西洋法史」いずれか 1
科目を含めた10単位を修得しなくてはなりません。

③　共通選択必修科目
　科目群Ⅲより、「全コース必修科目」以外に、コースごと指定された科目・単位数を修得
しなくてはなりません。

コース名 必要単位数
ビジネス法コース 30単位　うち20単位は選択必修
公共政策コース 30単位　うち20単位は選択必修
司法コース 34単位　うち24単位は選択必修
ヒューマン・ライツコース 28単位　うち20単位は選択必修

　選択必修科目はコースごとに指定されています。39～41ページの科目配置表に記載されて
います。

④　コース選択必修科目
　科目群Ⅳより、コースごと指定された科目・単位数を修得しなくてはなりません。
※ 自分の登録しているコース以外の指定科目の単位を修得した場合は、選択科目として計算
されます。

ビジネス法コース
　科目群Ⅳのビジネス法コース科目から「ビジネス法入門」を含む10単位

科目名 単位 履修年次

ビジネス法入門 2 1・2 ※ビジネス法コース必修

法と経済 2 1・2

消費者法 2 2

銀行取引法 2 2

商事法特論Ａ 2 2

金融商品取引法 2 3・4

ビジネス法コース科目
企業法務 2 3・4

国際取引法Ａ 2 3・4
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国際取引法Ｂ 2 3・4

商事法特論Ｂ 2 3・4

商事法特論Ｃ 2 3・4

商事法特論Ｄ 2 3・4

インターナショナル・
ビジネス・トランザクション 2 3・4

Ｍ＆Ａビジネス実務論 2 3・4

国際金融法 2 3・4

証券市場と証券ビジネスの展望 2 3・4

契約書ドラフティング 2 3・4

研修・インターンシップ 2 3・4

公共政策コース
　科目群Ⅳの公共政策コース科目および、ビジネス法コース科目中「消費者法」、ヒュー
マン・ライツコース科目中「環境法Ａ・Ｂ」「言論法Ａ・Ｂ」の中から「公共政策と法」
を含む10単位

科目名 単位 履修年次

公共政策コース科目

公共政策と法 2 1・2 ※公共政策コース必修

立法学 2 2

行政学Ａ 2 2

行政学Ｂ 2 2

公共政策特論Ａ 2 2

公共政策特論Ｂ 2 2

地方自治法 2 3・4

都市法 2 3・4

政治過程論Ａ 2 3・4

政治過程論Ｂ 2 3・4

公共政策特論Ｃ 2 3・4

公共政策特論Ｄ 2 3・4

研修・インターンシップ 2 3・4

ビジネス法コース科目 消費者法 2 2

ヒューマン・ライツコース科目

環境法Ａ 2 2

環境法Ｂ 2 2

言論法Ａ 2 3・4

言論法Ｂ 2 3・4

司法コース
　科目群Ⅳの司法コース科目から「法曹入門」を含む 6単位

科目名 単位 履修年次

司法コース科目

法曹入門 2 1・2 ※司法コース必修

現代法実務論 2 2

法学ライティング 2 2

法曹演習Ａ（憲法） 2 3・4
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法曹演習Ｂ（民法） 2 3・4

法曹演習Ｃ（刑事法） 2 3・4

法曹演習Ｄ（行政法） 2 3・4

法曹演習Ｅ（商法） 2 3・4

研修・インターンシップ 2 3・4

ヒューマン・ライツコース
　科目群Ⅳのヒューマン・ライツコース科目および、公共政策コース科目中「地方自治法」
から「ヒューマン・ライツの現場Ａ」を含む12単位

科目名 単位 履修年次

ヒューマン・ライツコース科目

ヒューマン・ライツの現場Ａ 2 1・2 ※ ヒューマン・ライツ
コース必修ヒューマン・ライツの現場Ｂ 2 1・2

環境法Ａ 2 2
環境法Ｂ 2 2
人権法特論Ａ 2 2
人権法特論Ｂ 2 2
人権調査論 2 2
言論法Ａ 2 3・4
言論法Ｂ 2 3・4
国際人権法 2 3・4
人権法特論Ｃ 2 3・4
人権法特論Ｄ 2 3・4
研修・インターンシップ 2 3・4

公共政策コース科目 地方自治法 2 3・4

⑤　選択科目
　専門教育科目の科目群Ⅰ～Ⅳから16単位を修得しなくてはなりません。
　「基礎」・「共通」・「コース」選択必修科目の必要単位を超えて修得した単位は、専門教育
科目の選択16単位に算入されます。選択16単位の必要単位を超えて修得した単位は、自由選
択科目の16単位に算入されます。

①　コンビ科目について
　コンビと表記がある科目は、 2科目を同年度に同時履修しなくてはなりません。ただし、
コンビ科目の一方が修得できなかった場合のみ、翌年度に単独履修することができます。
　また、前期にコンビ科目の一方が修得できなかった場合、後期履修変更の際にもう一方の
コンビ科目を他の科目に変更することができます。

②　ペア科目について
　ペア科目と表記がある科目は、一週間に 2回講義が行われます。
例：火曜日 2時限・金曜日 3時限に開講

③　履修年次について
　履修年次の表記は、どの年次に履修するのが望ましいのかを表していますが、上級生は下
級年次科目の履修が可能です。また、下級生は上級年次科目は履修できません。
例：履修年次 1年生科目　　　→　 2～ 4年生も履修可能。
　　履修年次 3・ 4年生科目　→　 1、 2年生は履修不可。

３． 専門教育科目
　　配置表
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④　履修条件
　科目によっては、他の科目を同年度に同時履修または前年度までに単位修得済の場合のみ
履修を認めています。

授業科目 単
位
履修
年次 必修 ペア/コンビ 履修条件等

科

目

群

Ⅰ

演
習
科
目

入門演習 2 2

履修方法については43ページ参照。

法学・政治学演習ⅠＡ 2 3
コンビ

法学・政治学演習ⅠＢ 2 3

法学・政治学演習ⅡＡ 2 4
ＡとＢ、ま
たはＡとＣ
がコンビ

法学・政治学演習ⅡＢ
（卒論を含む） 4 4

法学・政治学演習ⅡＣ 2 4

教養演習ⅠＡ 2 3
コンビ

教養演習ⅠＢ 2 3

教養演習ⅡＡ 2 4 ＡとＢ、ま
たはＡとＣ
がコンビ

教養演習ⅡＢ（卒論を含む） 4 4

教養演習ⅡＣ 2 4

科

目

群

Ⅱ

入
門
科
目

法学入門 2 1 必修
法学概論（公法系） 2 1 必修
法学概論（私法系） 2 1 必修
裁判論 2 1・2
国際社会と法 2 1・2
法情報リテラシー 2 1・2
インターネット法 2 1・2

基
礎
法
科
目

法思想史Ａ 2 1・2
コンビ

法思想史Ｂ 2 1・2
近代日本法史 2 1・2
近代西洋法史 2 1・2
法史学Ａ 2 2

コンビ
法史学Ｂ 2 2

法哲学Ａ 2 2
コンビ 法思想史Ａ・Ｂについて単位修得済

または履修中であること法哲学Ｂ 2 2

法社会学Ａ 2 2
コンビ

法社会学Ｂ 2 2

基礎法特論Ａ 2 3

基礎法特論Ｂ 2 3

外
国
法
科
目

海外研修Ａ（オーストラリア） 2 1

海外研修Ｂ（韓国） 2 1

海外研修Ｃ（アメリカ） 2 1

海外研修Ｄ（中国） 2 1

海外研修Ｅ（ILO） 2 1

外国法入門Ａ 2 1・2
外国法入門Ｂ 2 1・2
アメリカ法Ａ 2 2

アメリカ法Ｂ 2 2

アメリカ法Ｃ 2 2

アメリカ法Ｄ 2 2

アメリカ法Ｅ 2 2

イギリス法Ａ 2 2
コンビ

イギリス法Ｂ 2 2

フランス法Ａ 2 2
コンビ

フランス法Ｂ 2 2

ドイツ法Ａ 2 2
コンビ

ドイツ法Ｂ 2 2

中国法Ａ 2 2
コンビ

中国法Ｂ 2 2
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科

目

群

Ⅱ

外
国
法
科
目

グローバル・スキーム論Ａ 2 3・4
コンビ

グローバル・スキーム論Ｂ 2 3・4
EU法 2 3・4

英米法・政治文献講読 2 2のみ
アメリカ法Ａ～Ｄのうち 2科目につ
いて単位修得済または履修中である
こと

フランス法・政治文献講読 2 3・4 フランス法Ａ・Ｂについて単位修得
済または履修中であること

ドイツ法・政治文献講読 2 3・4 ドイツ法Ａ・Ｂについて単位修得済
または履修中であること

中国法・政治文献講読 2 3・4 中国法Ａ・Ｂについて単位修得済ま
たは履修中であること

現代法特講（アメリカ法入門） 2 3・4

○印の科目がコースご
との選択必修科目
ビジ 公共 司法 ヒューマン

科

目

群

Ⅲ

公
法
科
目

憲法Ａ 2 1 必修
コンビ

必修 必修 必修 必修
憲法Ｂ 2 1 必修 必修 必修 必修 必修
憲法Ｃ 2 2

コンビ
○ ○ ○

憲法Ｄ 2 2 ○ ○ ○

憲法基礎演習 2 2のみ
人数制限科目　司法コース、公共政
策コース、ヒューマン・ライツコー
ス優先

○ ○ ○

行政法Ａ 4 2 ペア科目 ○ ○ ○ ○

行政法Ｂ 4 2 ペア科目 行政法Ａについて単位修得済または
履修中であることが望ましい ○ ○ ○

行政法Ｃ 2 3・4 行政法Ｂについて単位修得済または
履修中であることが望ましい ○ ○ ○

刑法Ａ 2 2 必修
コンビ

必修 必修 必修 必修
刑法Ｂ 2 2 必修 必修 必修 必修 必修
刑法Ｃ 2 3・4

コンビ
○ ○ ○ ○

刑法Ｄ 2 3・4 ○ ○ ○ ○

刑事法特論Ａ 2 3・4 刑法Ａ・Ｂについて単位修得済また
は履修中であること ○ ○

刑事法基礎演習 2 2のみ 人数制限科目　司法コース、公共政
策コース優先 ○

刑事訴訟法Ａ 2 3・4
コンビ

○ ○
刑事訴訟法Ｂ 2 3・4 ○ ○
刑事政策Ａ 2 3・4

コンビ
刑事政策Ｂ 2 3・4
刑事法特論Ｂ 2 3・4 ○
刑事法特論Ｃ 2 3・4 隔年開講　刑法Ａ・Ｂについて単位

修得済または履修中であること
○

刑事法特論Ｄ 2 3・4 ○
教育法 2 3・4 ○ ○
国際法Ａ 2 2

コンビ
○ ○

国際法Ｂ 2 2 ○ ○
国際法Ｃ 2 3・4

コンビ 国際法Ａ・Ｂについて単位修得済ま
たは履修中であること

○ ○
国際法Ｄ 2 3・4 ○ ○

私
法
科
目

民法入門 2 1 必修 必修 必修 必修 必修

民法Ａ 4 1 ペア科目 民法入門について単位修得済である
ことが望ましい ○ ○ ○ ○

民法Ｂ 4 2 ペア科目 民法Ａについて単位修得済または履
修中であることが望ましい ○ ○ ○

民法Ｃ 4 2 ペア科目
民法Ａおよび民法Ｂについて単位修
得済または履修中であることが望ま
しい

○ ○ ○ ○

民法Ｄ 4 3・4 ペア科目
民法Ａ、民法Ｂおよび民法Ｃについ
て単位修得済または履修中であるこ
とが望ましい

○ ○ ○ ○
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○印の科目がコースご
との選択必修科目
ビジ 公共 司法 ヒューマン

科

目

群

Ⅲ

私
法
科
目

民法Ｅ 4 3・4 ペア科目
民法Ａ、民法Ｂ、民法Ｃおよび民法
Ｄについて単位修得済または履修中
であることが望ましい

○ ○ ○

民事法基礎演習 2 2のみ

司法コース、ビジネス法コース優
先  この科目が設置されるセメス
ターまでに開講されているすべての
民法科目について単位修得済または
履修中であること

○

民事訴訟法Ａ 4 3・4 ペア科目
民法Ａ、民法Ｂ、民法Ｃおよび民法
Ｄについて単位修得済または履修中
であることが望ましい

○ ○

民事訴訟法Ｂ 4 3・4 ペア科目 民事訴訟法Ａについて単位修得済ま
たは履修中であること ○ ○

商法Ａ 4 2 ペア科目 ○ ○

商法Ｂ 4 2 ペア科目

民法Ａについて単位修得済または履
修中であること
民法Ｃについて単位修得済または履
修中であることが望ましい

○ ○

商法Ｃ 4 3・4 ペア科目 民法Ａについて単位修得済または履
修中であること ○ ○

商法Ｄ 4 3・4 ペア科目 隔年開講　民法Ａおよび民法Ｃにつ
いて単位修得済または履修中である
こと。民法Ｄについて単位修得済ま
たは履修中であることが望ましい

○ ○

商法Ｅ 4 3・4 ペア科目 ○ ○

国際民事訴訟法 2 3・4 民法Ａおよび民事訴訟法Ａについて
単位修得済または履修中であること ○

国際私法Ａ 2 3・4
コンビ

○
国際私法Ｂ 2 3・4 ○

破産法Ａ 2 3・4

コンビ

民法Ａ、民法Ｂ、民法Ｃおよび民法
Ｄについて単位修得済または履修中
であることが望ましい

○ ○

破産法Ｂ 2 3・4
民法Ａ、民法Ｂ、民法Ｃおよび民法
Ｄについて単位修得済または履修中
であること

○ ○

知的財産法Ａ 2 3・4
コンビ

○
知的財産法Ｂ 2 3・4 ○
知的財産法Ｃ 2 3・4

コンビ
○

知的財産法Ｄ 2 3・4 ○

民事法特論Ａ 2 3・4
民法Ｂ、民法Ｃおよび民法Ｄについ
て単位修得済または履修中であるこ
とが望ましい

民事法特論Ｂ 2 3・4 民法Ｂについて単位修得済または履
修中であること

民事法特論Ｃ 2 3・4
民法Ｂ、民法Ｃおよび民法Ｄについ
て単位修得済または履修中であるこ
とが望ましい

社
会
法
科
目

労働法Ａ 2 2
コンビ

○ ○ ○ ○
労働法Ｂ 2 2 ○ ○ ○ ○
労働法Ｃ 2 3・4 ○ ○ ○
労働法Ｄ 2 3・4 ○ ○ ○
労働法Ｅ 2 3・4 ○ ○ ○
国際労働法 2 3・4 ○ ○
税法Ａ 2 2 ○ ○
税法Ｂ 2 3・4

コンビ 税法Ａについて単位修得済または履
修中であること

○ ○
税法Ｃ 2 3・4 ○ ○
経済法Ａ 2 3・4

コンビ
○ ○

経済法Ｂ 2 3・4 ○ ○
社会保障法Ａ 2 3・4

コンビ
○ ○

社会保障法Ｂ 2 3・4 ○ ○
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○印の科目がコースご
との選択必修科目
ビジ 公共 司法 ヒューマン

科

目

群

Ⅲ

政
治
学
科
目

政治学原論Ａ 2 1・2
コンビ

○ ○
政治学原論Ｂ 2 1・2 ○ ○
日本政治史Ａ 2 1・2

コンビ
○ ○

日本政治史Ｂ 2 1・2 ○ ○
政治思想史Ａ 2 2

コンビ
○ ○

政治思想史Ｂ 2 2 ○ ○

比較政治学 4 2 ペア科目 政治学原論Ａおよび政治学原論Ｂに
ついて単位修得済または履修中であ
ることが望ましい

○ ○

国際関係論 4 2 ペア科目 ○ ○

政治学特論Ａ 2 2
政治学原論Ａおよび政治学原論Ｂに
ついて単位修得済または履修中であ
ることが望ましい

○ ○

政治学特論Ｂ 2 2
政治学原論Ａおよび政治学原論Ｂに
ついて単位修得済であること ○ ○

NPO論 2 3・4 ○ ○

政治学特論Ｃ 2 3・4
日本政治史Ａおよび日本政治史Ｂに
ついて単位修得済または履修中であ
ること

○ ○

科

目

群

Ⅳ

ビ
ジ
ネ
ス
法
コ
ー
ス

ビジネス法入門 2 1・2
法と経済 2 1・2

消費者法 2 2
公共政策コース選択必修単位に読み
替え可

銀行取引法 2 2
民法Ａについて単位修得済または履
修中であること

商事法特論Ａ 2 2
商法Ａについて単位修得済または履
修中であること

金融商品取引法 2 3・4

民法Ａについて単位修得済または履
修中であること
また、民法Ｃおよび民法Ｄについて
は単位修得済または履修中であるこ
とが望ましい

企業法務 2 3・4

民法Ａについて単位修得済または履
修中であること
また、民法Ｂ、民法Ｃおよび民法Ｄ
については単位修得済または履修中
であることが望ましい

国際取引法Ａ 2 3・4
コンビ

国際取引法Ｂ 2 3・4

商事法特論Ｂ 2 3・4 商法Ａおよび商法Ｂについて単位修
得済または履修中であること

商事法特論Ｃ 2 3・4 商法Ａおよび商法Ｂについて単位修
得済または履修中であること

商事法特論Ｄ 2 3・4 商法Ａおよび商法Ｂについて単位修
得済または履修中であること

インターナショナル・
ビジネス・トランザクション 2 3・4 隔年開講

M&Aビジネス実務論 2 3・4 隔年開講
国際金融法 2 3・4
証券市場と証券ビジネスの展望 2 3・4 野村證券㈱寄附講座
契約書ドラフティング 2 3・4 隔年開講
研修・インターンシップ
（ビジネス法コース） 2 3・4 ビジネス法コース限定

インターンシップⅡ 2 3・4

公
共
政
策
コ
ー
ス

公共政策と法 2 1・2
立法学 2 2

行政学Ａ 2 2
コンビ

行政学Ｂ 2 2

公共政策特論Ａ 2 2
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科

目

群

Ⅳ

公
共
政
策
コ
ー
ス

公共政策特論Ｂ 2 2

地方自治法 2 3・4

ヒューマン・ライツコース選択必修
単位に読み替え可。行政法Ａ・Ｂに
ついて単位修得済あるいは履修中で
あることが望ましい

都市法 2 3・4

行政法Ａ・Ｂを単位修得済または履
修中であること
また、地方自治法について単位修得
済または履修中であることが望まし
い

政治過程論Ａ 2 3・4

コンビ

政治学原論Ａおよび政治学原論Ｂに
ついて単位修得済または履修中であ
ること

政治過程論Ｂ 2 3・4
政治学原論Ａおよび政治学原論Ｂに
ついて単位修得済または履修中であ
ること

公共政策特論Ｃ 2 3・4
公共政策特論Ｄ 2 3・4
研修・インターンシップ
（公共政策コース） 2 3・4 公共政策コース限定

インターンシップⅡ 2 3・4

司
法
コ
ー
ス

法曹入門 2 1・2
現代法実務論 2 2

法学ライティング 2 2 人数制限科目　司法コース優先

法曹演習Ａ（憲法） 2 3・4
人数制限科目　司法コース優先　憲
法Ｃおよび憲法Ｄについて単位修得
済または履修中であること

法曹演習Ｂ（民法） 2 3・4
人数制限科目　司法コース優先　民
法Ａ～Ｅのうち 3科目以上、単位修
得済または履修中であること

法曹演習Ｃ（刑事法） 2 3・4
人数制限科目　司法コース優先　刑
法Ｃおよび刑法Ｄについて単位修得
済または履修中であること

法曹演習Ｄ（行政法） 2 3・4
人数制限科目　司法コース優先　行
政法Ｃおよび行政法Ｄについて単位
修得済または履修中であること

法曹演習Ｅ（商法） 2 3・4
人数制限科目　司法コース優先　商
法Ａおよび商法Ｂについて単位修得
済または履修中であること

研修・インターンシップ
（司法コース） 2 3・4 司法コース限定

インターンシップⅡ 2 3・4

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
コ
ー
ス

ヒューマン・ライツの現場Ａ 2 1・2
ヒューマン・ライツの現場Ｂ 2 1・2

環境法Ａ 2 2

コンビ

公共政策コース選択必修単位に読み
替え可

環境法Ｂ 2 2
公共政策コース選択必修単位に読み
替え可

人権法特論Ａ 2 2

人権法特論Ｂ 2 2

人権調査論 2 2
人数制限科目　ヒューマン・ライツ
コース優先

言論法Ａ 2 3・4
コンビ

公共政策コース選択必修単位に読み
替え可

言論法Ｂ 2 3・4 公共政策コース選択必修単位に読み
替え可

国際人権法 2 3・4 国際法Ａおよび国際法Ｂについて単
位修得済または履修中であること

人権法特論Ｃ 2 3・4
人権法特論Ｄ 2 3・4
研修・インターンシップ
（ヒューマン・ライツコース） 2 3・4 ヒューマン・ライツコース限定

インターンシップⅡ 2 3・4
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（１）人数制限科目（抽選・選考）について
　人数制限科目は抽選や選考が行われます。時間割冊子や講義内容、年度初頭配布書類など
を確認のうえ、希望者は応募してください。

（２）授業科目のコース優先について
　下記に示した科目は受講者数の制限があるのでコース優先制とします。ただし、定員を充
足しない場合は、他コースの履修を認めます。

授 業 科 目 単位 履修年次 優先するコース

1 憲法基礎演習 2 2のみ
司法、公共政策、ヒューマ
ン・ライツ

2 民事法基礎演習 2 2のみ 司法、ビジネス法
3 刑事法基礎演習 2 2のみ 司法、公共政策

（３）他学部専門教育科目（法学部に配置されていない科目）の履修について
（イ） 他学部専門教育科目は当該学部で制限している科目を除き、各年次最高履修制限単

位内での履修を認めます。履修可能な科目はP.46．他学部科目一覧表を参照してく
ださい。

（ロ） 修得単位は、自由選択科目として卒業要件単位に算入することができます。

（１）演習について
　演習は、各学部の基礎または概要科目で学んだことをもとに、自分自身で研究テーマを見
つけ、大学 4年間の集大成である「卒業論文」作成を目標とする科目です。法学部では、 2
年次対象の「入門演習」と 3・ 4年次対象の「演習」があります。「入門演習」は 3、 4年
生での本格的な「演習」の入口的な位置づけとしています。
　なお、「入門演習」を修得していなくても、「演習」は履修可能です。また、入門演習の指
導教員と「演習」の指導教員は同一である必要はありません。
※法学部では「演習」は必修科目ではありません。

（２）募集時期と方法
①　入門演習
　「入門演習」は、 2年次の前期または後期に履修することができます。ただし、受講時期
については前期・後期の選択はできません。詳しくは、 1年生の後期に行うガイダンスに出
席し、登録してください。

②　「演習」
　法学部の専門教育科目としての「法学・政治学演習」と、英語担当者による「教養演習」
があります。「法学・政治学演習」の修得単位は専門教育科目の選択科目に算入され、「教養
演習」の修得単位は自由選択科目に算入されます。
　教員ごとに少人数の登録となりますので、選考を要します。 2年生の後期に行うガイダン
スに出席し、選考方法を確認してください。

４． 人数制限科目

５．演習
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③　演習科目リスト
法学・政治学演習

前期 後期 コンビ

３年次 法学・政治学演習ⅠＡ（２単位） 法学・政治学演習ⅠＢ（２単位） ＩＡとＩＢはコンビ科目

４年次 法学・政治学演習ⅡＡ（２単位）
法学・政治学演習ⅡＢ（４単位）
（卒論含む） ⅡＡとⅡＢまたはⅡ

Ｃはコンビ科目
法学・政治学演習ⅡＣ（２単位）

教養演習

前期 後期 コンビ

３年次 教養演習ⅠＡ（２単位） 教養演習ⅠＢ（２単位） ＩＡとＩＢはコンビ
科目

４年次 教養演習ⅡＡ（２単位）
教養演習ⅡＢ（４単位）
（卒論含む） ⅡＡとⅡＢまたはⅡ

Ｃはコンビ科目
教養演習ⅡＣ（２単位）

※ 上記の「法学・政治学演習」の修得単位は専門教育科目の「選択」に算入され、「教養演習」の
修得単位は自由選択科目に算入されます。

（３）募集スケジュール
1年生 2年生 3年生 4年生

4月 入門演習　登録結果発表
第三次選考申込み（編入転部者含
む）、選考（ 4月初旬）
履修登録（事前登録）

第三次選考申込
み、選考（ 4月初
旬）
履修登録（各自）

5月

6月

7月
オリエンテーション・個別ガイダン
スのスケジュール告知（夏期休業期
間前）

8月

9月
後期授業開始頃「AGU SEMINAR 
GUIDE」（第一次募集日程、オープ
ンゼミスケジュール日程）配布

後期授業開始頃「AGU SEMINAR 
GUIDE」（第一次募集日程、オープ
ンゼミスケジュール日程）配布

10月

オリエンテーション、個別ガイダン
ス、オープンゼミ
（ 9月下旬～10月初旬）
第一次選考申込み（10月中旬）
第一次選考開始（申込み後～11月初
旬、随時結果配信）

オープンゼミ（ 9月下旬～10月初旬）
第一次選考申込み（10月中旬）
第一次選考開始（申込み後～11月初
旬、随時結果配信）

11月 入門演習ガイ
ダンス

第二次募集日程告知（11月中旬）
第二次選考申込み（11月中旬）
第二次選考開始（申込み後～12月初
旬、随時結果配信）

第二次募集日程告知（11月中旬）
第二次選考申込み（11月中旬）
第二次選考開始（申込み後～12月初
旬、随時結果配信）

12月

1月 卒業論文提出
（ 1月中旬）

2月

3月 入門演習
登録 第三次募集日程告知（ 3月初旬） 第三次募集日程告知（ 3月初旬）

注）選考に合格している者は新たに選考に申し込むことはできません。
情報は原則的に学生ポータルにて告知します。
合否通知は学生ポータル個人メッセージにて配信します。
演習選考の合格取消は認めません。
その他、選考申込みと日程についての詳細は「AGU SEMINAR GUIDE」で確認してください。
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（４）履修登録方法
３年生：「演習Ⅰ」（４単位）
　選考に合格した場合は、事前登録科目として自動的に履修登録されますので、各自での履
修登録は必要ありません。
４年生：「演習ⅡＡ」（６単位）、「演習ⅡＢ」（４単位）
　選考に合格した場合と前年度からの継続を希望する場合は、各自で履修登録をしてくださ
い。

（５）履修登録に関する注意事項
　４年次において「演習ⅡＡ」を履修する場合は、必ず卒業論文を提出してください。ただ
し、司法試験・公認会計士試験・司法書士試験を受験する者は、担当者の許可により、卒業
論文の提出が免除される場合があります。その場合、教務課窓口で指示を受け「演習ⅡＢ」
（４単位）を登録してください。なお、登録後の変更は一切認めません。

（６）卒業論文の提出
　提出日時・注意事項については、学生ポータルを確認してください。
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　下記（イ）～（ホ）の科目は、合計16単位まで自由選択科目として卒業要件単位に算入されま
す。
（イ） 青山スタンダード科目で卒業に必要な単位を超えて修得した単位。
（ロ）外国語科目で卒業に必要な10単位を超えて修得した単位。
（ハ）専門教育科目で卒業に必要な82単位を超えて修得した単位。
（ニ）他学部専門科目の単位。（P.46参照）
（ホ） 「教養演習ⅠＡ」「教養演習ⅠＢ」「教養演習ⅡＡ」「教養演習ⅡＢ（卒業論文を含む）」

「教養演習ⅡＣ」の修得単位。（P.43参照）

【５】自由選択科目履修方法

１． 自由選択科目
　　履修方法
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他学部科目一覧表

　他学部科目のうち本学部学生が履修可能な科目の一覧表を以下に掲載します。
　履修については下記の点に注意してください。
1． 一覧表は他学部が本学部に対して履修可能としている科目を掲載しています。なお、「担
当者氏名」及び「本年度休講」の掲載はしていませんので講義内容および授業時間割表
にて確認してください。履修希望科目が講義内容および授業時間割表に掲載されていな
い場合は本年度休講となっています。
　また、年度により一覧表の科目のうち履修を認めないなどの措置をとることがありま
す。

2． 本学部では入学年度によって他学部科目の卒業要件単位に含まれる条件が異なる場合が
ありますので、授業要覧で確認のうえ履修してください。

3． 今後、各部の状況により変更が生じる場合がありますので、履修する際は自学部窓口に
て確認をしてください。

他学部科目の履修につい
て

Ｂ．他学部科目一覧表

文学部共通科目

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

芸 術 文 化 論 4 2・3・4 文 化 財 科 学 4 2・3・4 日 本 の 思 想 4 2・3・4

東 洋 の 思 想 4 2・3・4 現 代 思 想 4 2・3・4 日 本 美 術 史 4 2・3・4

東 洋 美 術 史 4 2・3・4 西 洋 美 術 史 4 2・3・4 日 本 文 化 史 4 2・3・4

東 洋 文 化 史 4 2・3・4 西 洋 文 化 史 4 2・3・4 映 像 文 化 論 Ａ 2 2・3・4

映 像 文 化 論 Ｂ 2 2・3・4 東 洋 音 楽 史 4 2・3・4 西 洋 音 楽 史 4 2・3・4

生 命 倫 理 学 4 2・3・4 詩 論 4 2・3・4 ギリシャ・ローマ文学 4 2・3・4

テ ク ス ト 論 4 2・3・4 物 語 文 学 4 2・3・4 キ リ ス ト 教 文 学 4 2・3・4

世 界 各 地 域 の 文 学 Ａ 4 2・3・4 世 界 各 地 域 の 文 学 Ｂ 4 2・3・4 世 界 各 地 域 の 文 学 Ｃ 4 2・3・4

児 童 文 学 4 2・3・4 比 較 文 学 4 2・3・4 言 語 学 概 論 4 2・3・4

比 較 言 語 学 4 2・3・4 記 号 論 4 2・3・4 古 典 ギ リ シ ャ 語 Ⅰ 4 2・3・4

古 典 ギ リ シ ャ 語 Ⅱ 4 2・3・4 ラ テ ン 語 入 門 4 2・3・4 ラ テ ン 語 Ⅰ 4 2・3・4

ラ テ ン 語 Ⅱ 4 2・3・4 出 版 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 4 2・3・4 放 送 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 4 2・3・4

認 知 言 語 学 4 2・3・4 精 神 分 析 学 入 門 4 2・3・4 心 理 言 語 学 4 2・3・4

イタリアの言語と文化Ⅰ 4 2・3・4 イタリアの言語と文化Ⅱ 4 2・3・4 通訳ワークショップ（1） 2 3・4

通訳ワークショップ（2） 2 3・4
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他学部科目一覧表

文学部英米文学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

イ ギ リ ス 文 学 史 4 1・2 イ ギ リ ス 文 学 概 論 4 1・2 イ ギ リ ス 文 化 概 論 4 1・2

ア メ リ カ 文 学 史 4 1・2 ア メ リ カ 文 学 概 論 4 1・2 ア メ リ カ 文 化 概 論 4 1・2

グローバル文学・文化概論 4 1・2 グ ロ ー バ ル 文 学 理 論 4 1・2 英 語 学 概 論 4 1・2

英 語 史 4 1・2 英 文 法 4 1・2 コミュニケーション概論 4 1・2

異文化間コミュニケーション概論 4 1・2 英 語 教 育 学 概 論 4 1・2 イ ギ リ ス 文 学 特 講 4 3・4

イ ギ リ ス 文 化 特 講 4 3・4 ア メ リ カ 文 学 特 講 4 3・4 ア メ リ カ 文 化 特 講 4 3・4

グ ロ ー バ ル 文 学 特 講 4 3・4 グ ロ ー バ ル 文 化 特 講 4 3・4 英 語 学 特 講 4 3・4

言 語 学 特 講 4 3・4 コミュニケーション特講 4 3・4 英 語 教 育 学 特 講 4 3・4

英 詩 概 論 4 3・4 イ ギ リ ス 事 情 4 3・4 ア メ リ カ 事 情 4 3・4

英 語 聖 書 4 3・4 メディアイングリッシュⅠ 2 3・4

文学部フランス文学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

※ フ ラ ン ス 語 会 話 4 1 フ ラ ン ス 文 学 研 究 4 3・4 フ ラ ン ス 語 学 研 究 4 3・4

フ ラ ン ス 文 化 研 究 4 3・4 講 読 演 習 4 3・4 エクスプリカシオン（Ａ） 4 3・4

エクスプリカシオン（Ｂ） 4 3・4 コ ミ ュ ニ カ シ オ ン Ⅰ 4 3・4 コ ミ ュ ニ カ シ オ ン Ⅱ 4 3・4

エクスプレシオン・エクリットⅡ 4 3・4 エクスプレシオン・エクリットⅢ 4 3・4 フ ラ ン ス 文 学 特 講 4 2・3・4

フ ラ ン ス 語 学 特 講 4 2・3・4 フ ラ ン ス 文 化 特 講 4 2・3・4 フ ラ ン ス 文 学 演 習 Ⅰ 4 2・3

フ ラ ン ス 語 学 演 習 Ⅰ 4 2・3 フ ラ ン ス 文 化 演 習 Ⅰ 4 2・3 フ ラ ン ス 文 学 演 習 Ⅱ 4 3・4

フ ラ ン ス 語 学 演 習 Ⅱ 4 3・4 フ ラ ン ス 文 化 演 習 Ⅱ 4 3・4 フ ラ ン ス 語 教 授 法 Ⅰ 4 3・4

フ ラ ン ス 語 教 授 法 Ⅱ 4 3・4 フ ラ ン ス 語 作 文 4 2・3・4 フ ラ ン ス 語 学 概 論 4 2・3・4

実 務 フ ラ ン ス 語 4 3・4

※：既修得者用クラスのみ履修可
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他学部科目一覧表

文学部日本文学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

日 本 文 学 史 ㈠ 2 1 日 本 文 学 史 ㈡ 2 1 日 本 文 学 史 ㈢ 2 2

日 本 文 学 史 ㈣ 2 2 古 典 文 学 概 論 Ⅰ ・ Ⅱ 各 2 1・2 近 代 文 学 概 論 Ⅰ ・ Ⅱ 各 2 1・2

漢 文 学 概 論 Ⅰ ・ Ⅱ 各 2 1・2 日 本 語 学 概 論 Ⅰ ・ Ⅱ 各 2 1・2 日 本 語 史 Ⅰ ・ Ⅱ 各 2 1・2

表象文化研究概論Ⅰ・Ⅱ 各 2 1・2 日 本 学 入 門 2 1・2 文 学 交 流 入 門 2 1・2

日 本 文 学 講 読 Ⅰ ・ Ⅱ 各 2 1・2 中国古典文学講読Ⅰ・Ⅱ 各 2 1・2 日 本 語 学 講 読 Ⅰ ・ Ⅱ 各 2 1・2

表 象 文 化 論 Ⅰ ・ Ⅱ 各 2 2～ 4 日 本 文 学 特 講 Ⅰ ・ Ⅱ 各 2 2～ 4 日 本 文 学 特 講 Ａ ・ Ｂ 各 2 1～ 4

中国古典文学特講Ⅰ・Ⅱ 各 2 2～ 4 中国文学・思想特講Ⅰ・Ⅱ 各 2 2～ 4 日 本 語 学 特 講 Ⅰ ・ Ⅱ 各 2 2～ 4

文 学 交 流 特 講 Ａ ・ Ｂ 各 2 2～ 4 日本文学研究のための英語Ａ・Ｂ 2 1・2 日本文学とアメリカ・ヨーロッパ 2 2～ 4

日 本 文 学 と ア ジ ア 2 2～ 4 書 理 論 Ⅰ ・ Ⅱ 各 2 2～ 4

文学部史学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

人 文 地 理 学 概 論 4 3・4 日 本 史 特 講 4 2・3・4 東 洋 史 特 講 4 2・3・4

西 洋 史 特 講 4 2・3・4 考 古 学 特 講 4 2・3・4 史 学 特 講 Ａ 4 1･2･3･4

史 学 特 講 Ｂ 4 1･2･3･4 自 然 地 理 学 概 論 2 2・3・4 地 誌 学 2 2・3・4

法 律 学 2 2・3・4 政 治 学 2 2・3・4 ※　博 物 館 概 論 2 2･3のみ

※　博 物 館 経 営 論 2 2･3のみ ※　博 物 館 資 料 論 2 2･3のみ ※　博物館資料保存論 2 2・3・4

※　博 物 館 展 示 論 2 2・3・4 ※　博物館情報・メディア論 2 2・3・4 ※　博 物 館 教 育 論 2 2・3・4

※　博 物 館 実 習 Ⅰ 2 3のみ ※　博 物 館 実 習 Ⅱ 2 4

※学芸員希望者のみ

文学部比較芸術学科 他学部・他学科生は 3年次以上の学生が履修可

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

比 較 芸 術 学 特 講 Ⅰ 2 3・4 比 較 芸 術 学 特 講 Ⅱ 2 3・4 比 較 芸 術 学 特 講 Ⅲ 2 3・4

美 学・ 芸 術 思 想 4 3・4 西 洋 の 宗 教 と 芸 術 4 3・4 日本・東洋の宗教と芸術 4 3・4

伝 統 デ ザ イ ン 論 4 3・4
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他学部科目一覧表

教育人間科学部教育学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

西 洋 教 育 史 Ⅰ 2 3・4 西 洋 教 育 史 Ⅱ 2 3・4 西 洋 教 育 史 Ⅲ 2 3・4

教 育 史 特 殊 講 義 2 3・4 発 達 と 文 化 Ａ 2 3・4 発 達 と 文 化 Ｂ 2 3・4

教 育 哲 学 Ａ 2 3・4 教 育 哲 学 Ｂ 2 3・4 教 育 学 特 論 Ａ 2 3・4

教 育 学 特 論 Ｂ 2 3・4 キ ャ リ ア 教 育 Ｂ 2 3・4 比 較 教 育 学 2 3・4

異 文 化 理 解 教 育 2 3・4 老 年 学 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｃ 2 3・4

教 育 学 特 論 Ｄ 2 3・4 臨 床 心 理 学 概 論 Ⅰ 2 2 臨 床 心 理 学 概 論 Ⅱ 2 2

小 児 精 神 神 経 学 2 3・4 相 談 心 理 学 Ⅰ 2 3・4 相 談 心 理 学 Ⅱ 2 3・4

特 別 支 援 教 育 2 3・4 障 害 児・ 者 の 心 理 Ⅱ 2 3・4 障 害 児・ 者 の 教 育 2 3・4

障 害 児・ 者 の 福 祉 2 3・4 障 害 児・ 者 の 医 学 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｅ 2 3・4

教 育 学 特 論 Ｆ 2 3・4 生 涯 学 習 概 論 Ⅰ 2 2 生 涯 学 習 概 論 Ⅱ 2 2

高 等 教 育 論 Ａ 2 3・4 高 等 教 育 論 Ｂ 2 3・4 社 会 教 育 計 画 Ⅰ 2 3・4

社 会 教 育 計 画 Ⅱ 2 3・4 社 会 教 育 課 題 研 究 4 3・4 高 齢 化 社 会 と 教 育 2 3・4

青 年 期 と 教 育 2 3・4 ジ ェ ン ダ ー と 教 育 2 3・4 青 年 文 化 論 2 3・4

ボ ラ ン テ ィ ア 教 育 論 2 3・4 地域ネットワーキング論 2 3・4 スポーツ・レクリエーション論 2 3・4

教 育 学 特 論 Ｇ 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｈ 2 3・4 認 知 科 学 概 論 2 3・4

学校経営と学校図書館 2 2 視聴覚教育メディア論 2 3・4 イ ン タ ー フ ェ ー ス 論 2 3・4

知 的 表 現 論 2 3・4 教 材 開 発 論 2 3・4 学校指導と学校図書館 2 3・4

学 校 図 書 館 メ デ ィ ア 2 3・4 情 報 メ デ ィ ア 利 用 論 2 3・4 読 書 教 育 論 2 3・4

学 習 心 理 学 Ⅰ 2 3・4 学 習 心 理 学 Ⅱ 2 3・4 社 会 心 理 学 Ⅰ 2 3・4

社 会 心 理 学 Ⅱ 2 3・4 教 育 学 特 論 Ⅰ 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｊ 2 3・4

図 書 館 情 報 学 概 論 2 2 図書館システムサービス論 2 2 図 書 館 情 報 文 化 論 2 2

図書館システム経営論 2 3・4 情 報 メ デ ィ ア 論 Ａ 2 2 情 報 メ デ ィ ア 論 Ｂ 2 3・4

情 報 メ デ ィ ア 論 Ｃ 2 3・4 児 童 サ ー ビ ス 論 2 3・4 メ デ ィ ア 組 織 法 Ⅰ 2 3・4

メ デ ィ ア 組 織 法 Ⅱ 2 3・4 メ デ ィ ア 組 織 法 Ⅲ 2 3・4 情 報 サ ー ビ ス 論 Ⅰ 2 3・4

情 報 サ ー ビ ス 論 Ⅱ 2 3・4 情 報 サ ー ビ ス 論 Ⅲ 2 3・4 情 報 技 術 論 2 2・3・4

図 書 館 情 報 学 実 習 2 4 教 育 学 特 論 Ｋ 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｌ 2 3・4

児 童 福 祉 論 2 3・4 小 児 保 健 論 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｍ 2 3・4

教 育 学 特 論 Ｎ 2 3・4 小 児 栄 養 学 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｏ 2 3・4

教 育 学 特 論 Ｐ 2 3・4 学 校 心 理 学 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｑ 2 3・4

教 育 学 特 論 Ｒ 2 3・4 初 等 英 語 概 説 Ａ 2 3・4 初 等 英 語 概 説 Ｂ 2 3・4

教 育 学 特 論 Ｓ 2 3・4 教 育 学 特 論 Ｔ 2 3・4 キ リ ス ト 教 学 校 論 2 3・4

聖 書 の 世 界（ 旧 約 ） 2 3・4 聖 書 の 世 界（ 新 約 ） 2 3・4 キ リ ス ト 教 の 教 理 2 3・4

キ リ ス ト 教 と 法 思 想 2 3・4 宗 教 と 社 会 2 3・4 礼 拝 学 2 3・4

キリスト教メンタルヘルス 2 3・4
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他学部科目一覧表

教育人間科学部心理学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

心 理 統 計 実 習 2 3・4 哲 学 的 認 識 論 4 3・4 心 の 哲 学 4 3・4

心 理 学 史 2 3・4 学 習 心 理 学 4 3・4 発 達 心 理 学 4 1・2

生 涯 発 達 心 理 学 Ⅰ 2 2 生 涯 発 達 心 理 学 Ⅱ 2 2 生 涯 発 達 論 2 3・4

知 覚 心 理 学 2 2 認 知 心 理 学 4 3・4 音 楽 心 理 学 2 3・4

感 情 心 理 学 2 3・4 神 経 心 理 学 2 3・4 人 格 心 理 学 4 3・4

犯 罪 心 理 学 4 3・4 社 会 心 理 学 4 3・4 社 会 心 理 学 Ⅰ 2 3・4

社 会 心 理 学 Ⅱ 2 3・4 産 業 心 理 学 2 3・4 広 告 心 理 学 2 3・4

ノンバーバル・コミュニケーションⅠ 2 3・4 ノンバーバル・コミュニケーションⅡ 2 3・4 応用社会心理学特講Ⅰ 2 3・4

応用社会心理学特講Ⅱ 2 3・4 応用社会心理学特講Ⅲ 2 3・4 応用社会心理学特講Ⅳ 2 3・4

応用社会心理学特講Ⅴ 2 3・4 応用社会心理学特講Ⅵ 2 3・4 心 理 学 特 講 Ａ 2 3・4

学 校 心 理 学 2 3・4 臨 床 心 理 学 4 2 臨 床 心 理 学 Ⅰ 2 3・4

臨 床 心 理 学 Ⅱ 2 3・4 臨 床 心 理 学 特 講 4 3・4 精 神 分 析 学 2 3・4

精 神 医 学 4 3・4 音 楽 療 法 2 3・4 相 談 心 理 学 4 3・4

家 族 心 理 学 2 3・4 健 康 心 理 学 2 3・4 コ ミ ュ ニ テ ィ 心 理 学 2 3・4

障 害 児 ・ 者 の 心 理 Ⅱ 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 教 育 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 福 祉 2 3・4

障 害 児 ・ 者 の 医 学 2 3・4 心 理 面 接 法 4 3・4 心 理 療 法 実 習 Ａ 2 3・4

応 用 行 動 分 析 2 3・4 身 体 医 学 2 3・4 心 身 医 学 2 3・4

薬 理 学 2 3・4 脳 生 理 学 2 3・4 精 神 衛 生 2 3・4

母 子 保 健 2 3・4 成 人 ・ 高 齢 者 保 健 2 3・4 精 神 保 健 福 祉 2 3・4

保健・医療・福祉・制度論 2 3・4 社会保障制度と関連法規 2 3・4 心 理 学 原 書 講 読 Ａ 2 3・4

心 理 学 原 書 講 読 Ｂ 2 3・4
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他学部科目一覧表

経済学部
経済学科

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

統 計 学 概 論 Ⅰ 2 1 統 計 学 概 論 Ⅱ 2 1 経 済 数 学 入 門 Ⅰ 2 1

経 済 数 学 入 門 Ⅱ 2 1 金 融 論 Ⅰ 2 2 金 融 論 Ⅱ 2 2

国 際 経 済 学 Ⅰ 2 2 国 際 経 済 学 Ⅱ 2 2 経 済 学 史 Ⅰ 2 2

経 済 学 史 Ⅱ 2 2 応 用 ミ ク ロ 経 済 学 Ⅰ 2 3 応 用 ミ ク ロ 経 済 学 Ⅱ 2 3

経 済 動 学 Ⅰ 2 2 経 済 動 学 Ⅱ 2 2 オー プンマクロ経済学Ⅰ 2 3

オー プンマクロ経済学Ⅱ 2 3 計 量 経 済 学 Ⅰ 2 2 計 量 経 済 学 Ⅱ 2 2

経 済 統 計 Ⅰ 2 3 経 済 統 計 Ⅱ 2 3 数 理 統 計 Ⅰ 2 2

数 理 統 計 Ⅱ 2 2 経 済 数 学 Ⅰ 2 2 経 済 数 学 Ⅱ 2 2

社 会 政 策 論 Ⅰ 2 3 社 会 政 策 論 Ⅱ 2 3 公 共 経 済 学 Ⅰ 2 3

公 共 経 済 学 Ⅱ 2 3 社 会 保 障 論 Ⅰ 2 3 社 会 保 障 論 Ⅱ 2 3

産業論（航 空 事 業 Ⅰ） 2 3 産業論（航 空 事 業 Ⅱ） 2 3 産業論（損 害 保 険 業） 2 3

産業論（税 法） 2 3 産業論（証券 ビジネス） 2 3 産業論（知的エンタテイメント産業Ⅰ） 2 3

産業論（知的エンタテイメント産業Ⅱ） 2 3 労 働 経 済 論 Ⅰ 2 3 労 働 経 済 論 Ⅱ 2 3

産 業 組 織 論 Ⅰ 2 3 産 業 組 織 論 Ⅱ 2 3 フ ァ イ ナ ン ス 論 基 礎 2 2

フ ァ イ ナ ン ス 論 2 2 国 際 金 融 論 Ⅰ 2 3 国 際 金 融 論 Ⅱ 2 3

日 本 経 済 史 Ⅰ 2 2 日 本 経 済 史 Ⅱ 2 2 欧 米 経 済 史 Ⅰ 2 2

欧 米 経 済 史 Ⅱ 2 2 東 洋 経 済 史 Ⅰ 2 2 東 洋 経 済 史 Ⅱ 2 2

経 済 思 想 史 Ⅰ 2 3 経 済 思 想 史 Ⅱ 2 3 キリスト教社会思想史Ⅰ 2 2

キリスト教社会思想史Ⅱ 2 2 日 本 経 済 論 Ⅰ 2 2 日 本 経 済 論 Ⅱ 2 2

世 界 経 済 論 Ⅰ 2 3 世 界 経 済 論 Ⅱ 2 3 各 国 経 済 論 Ａ Ⅰ 2 2

各 国 経 済 論 Ａ Ⅱ 2 2 各 国 経 済 論 Ｂ Ⅰ 2 2 各 国 経 済 論 Ｂ Ⅱ 2 2

交 通 経 済 学 Ⅰ 2 3 交 通 経 済 学 Ⅱ 2 3 農 業 経 済 論 Ⅰ 2 3

農 業 経 済 論 Ⅱ 2 3 環 境 経 済 学 Ⅰ 2 3 環 境 経 済 学 Ⅱ 2 3

初 級 簿 記 Ⅰ 2 1 初 級 簿 記 Ⅱ 2 1 経 営 史 Ⅰ 2 3

経 営 史 Ⅱ 2 3 応 用 ゲ ー ム 理 論 2 3 財 政 学 基 礎 2 2

行 動 経 済 学 2 2 応 用 マ ク ロ 経 済 学 2 3

現代経済デザイン学科

授 業 科 目 単位 配置年次 授 業 科 目 単位 配置年次 授 業 科 目 単位 配置年次

公 的 規 制 の 経 済 学 2 3 Ｎ Ｐ Ｏ 論 Ａ 2 3 契 約 の 経 済 学 2 3

公 共 政 策 の 経 済 学 2 3 公 共 選 択 論 2 3 Ｎ Ｐ Ｏ 論 Ｂ 2 3

政 策 と 評 価 Ａ 2 3 都 市 再 生 論 2 3 まちづくりと都市計画 2 3

住宅と不動産の経済学 2 3 郊 外 地 域 論 2 3 地 域 人 口 論 2 3

経 済 地 理 2 2 経 済 地 誌 2 2 地 方 財 政 の 経 済 学 Ⅰ 2 3

地 方 財 政 の 経 済 学 Ⅱ 2 3 開 発 経 済 学 2 3 政 策 と 評 価 Ｂ 2 3

地 域 経 済 学 Ⅱ 2 3 都 市 経 済 学 2 3
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他学部科目一覧表

経営学部

授 業 科 目 単位 配置年次 授 業 科 目 単位 配置年次 授 業 科 目 単位 配置年次
経営データ分析のための
基 礎 解 析 入 門 Ⅰ 2 1 経営データ分析のための

基 礎 解 析 入 門 Ⅱ 2 1 経営データ分析のための
線 形 代 数 入 門 Ⅰ 2 1

経営データ分析のための
線 形 代 数 入 門 Ⅱ 2 1 商 学 基 礎 論 Ⅰ 2 1 商 学 基 礎 論 Ⅱ 2 1

経 営 史 Ａ 2 2 経 営 史 Ｂ 2 2 経 営 管 理 論 Ⅰ 2 2

経 営 管 理 論 Ⅱ 2 2 経 営 組 織 論 Ⅰ 2 2 経 営 組 織 論 Ⅱ 2 2

企 業 情 報 戦 略 Ⅰ 2 2 企 業 情 報 戦 略 Ⅱ 2 2 財 務 管 理 論 Ａ 2 2

財 務 管 理 論 Ｂ 2 2 事 業 戦 略 論 Ⅰ 2 2 事 業 戦 略 論 Ⅱ 2 2

企 業 分 析 論 2 2 財 務 会 計 論 Ⅰ 2 2 財 務 会 計 論 Ⅱ 2 2

中 級 簿 記 Ⅰ 2 2 中 級 簿 記 Ⅱ 2 2 原 価 計 算 論 2 2

マ ー ケ テ ィ ン グ 論 Ⅰ 2 2 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 Ⅱ 2 2 フ ァ イ ナ ン ス Ⅰ 2 2

フ ァ イ ナ ン ス Ⅱ 2 2 流 通 論 Ⅰ 2 2 流 通 論 Ⅱ 2 2

国 際 貿 易 論 Ⅰ 2 2 国 際 貿 易 論 Ⅱ 2 2 国際ビジネス環境論Ａ 2 2

国際ビジネス環境論Ｂ 2 2 Globalization　and
Emerging　Countries　Ａ 2 2 Globalization　and

Emerging　Countries　Ｂ 2 2

多角的貿易体制概論Ａ 2 3 多角的貿易体制概論Ｂ 2 3 ベンチャー企業経営論 2 3

サプライチェーンと意思決定法Ａ 2 2 サプライチェーンと意思決定法Ｂ 2 2 グローバル製品戦略Ⅰ 2 2

グローバル製品戦略Ⅱ 2 2 証 券 投 資 論 Ⅰ 2 2 証 券 投 資 論 Ⅱ 2 2

意 思 決 定 会 計 論 2 2 国 際 会 計 論 Ⅰ 2 2 国 際 会 計 論 Ⅱ 2 2

制 度 会 計 論 Ａ 2 2 制 度 会 計 論 Ｂ 2 2 戦 略 管 理 会 計 Ⅰ 2 2

戦 略 管 理 会 計 Ⅱ 2 2 予 算 管 理 論 2 2 コーポレート・ファイナンスⅠ 2 3

コーポレート・ファイナンスⅡ 2 3 リスク・マネジメント論Ⅰ 2 3 リスク・マネジメント論Ⅱ 2 3

交 通 論 Ⅰ 2 3 交 通 論 Ⅱ 2 3 Effective　Negotiation 2 3

Written　Agreements 2 3 Effective　Speech 2 3 Academic　Presentation 2 3

キ ャ リ ア 開 発 Ⅴ 2 3 ア メ リ カ 文 化 論 Ⅰ 2 3 ア メ リ カ 文 化 論 Ⅱ 2 3

イ ギ リ ス 文 化 論 Ⅰ 2 3 イ ギ リ ス 文 化 論 Ⅱ 2 3 ユダヤ文化とビジネスⅠ 2 3

ユダヤ文化とビジネスⅡ 2 3 英語圏社会・文化研究Ⅰ 2 3 英語圏社会・文化研究Ⅱ 2 3

世 界 の 言 語 文 化 Ⅰ 2 3 世 界 の 言 語 文 化 Ⅱ 2 3 現 代 韓 国 社 会 事 情 Ⅰ 2 3

現 代 韓 国 社 会 事 情 Ⅱ 2 3 Market and Business Environment 2 3 国 際 マ ー ケ テ ィ ン グ 2 3

国 際 経 営 論 Ⅰ 2 3 国 際 経 営 論 Ⅱ 2 3 サプライチェーン・マネジメントＡ 2 3

サプライチェーン・マネジメントＢ 2 3 経 営 戦 略 論 Ⅰ 2 3 経 営 戦 略 論 Ⅱ 2 3

経営データ分析応用Ⅰ 2 3 経営データ分析応用Ⅱ 2 3 事 業 創 造 戦 略 論 2 3

顧 客 創 造 戦 略 論 2 3 人 材 育 成 論 Ⅰ 2 3 人 材 育 成 論 Ⅱ 2 3

人 的 資 源 管 理 論 Ⅰ 2 3 人 的 資 源 管 理 論 Ⅱ 2 3 組 織 心 理 学 Ⅰ 2 3

組 織 心 理 学 Ⅱ 2 3 マネジメントサイエンスⅠ 2 3 マネジメントサイエンスⅡ 2 3

人間行動の多面的分析Ａ 2 3 人間行動の多面的分析Ｂ 2 3 戦略・マネジメント特論Ａ 2 3

戦略・マネジメント特論Ｂ 2 3 コ ス ト マ ネ ジ メ ン ト 2 3 財務コンサルティング論Ⅰ 2 3

財務コンサルティング論Ⅱ 2 3 会 計 情 報 論 Ⅰ 2 3 会 計 情 報 論 Ⅱ 2 3

会計・ファイナンス特論Ａ 2 3 会計・ファイナンス特論Ｂ 2 3 企 業 評 価 論 Ⅰ 2 3

企 業 評 価 論 Ⅱ 2 3 実 証 会 計 論 Ⅰ 2 3 実 証 会 計 論 Ⅱ 2 3

財 務 分 析 論 Ⅰ 2 3 財 務 分 析 論 Ⅱ 2 3 監 査 論 Ⅰ 2 3

監 査 論 Ⅱ 2 3 税 務 会 計 論 Ⅰ 2 3 税 務 会 計 論 Ⅱ 2 3

競 争 戦 略 論 Ⅰ 2 3 競 争 戦 略 論 Ⅱ 2 3 産 業 労 働 衛 生 論 2 3

ヘ ル ス ケ ア 経 営 論 2 3 流通情報システム論Ａ 2 3 流通情報システム論Ｂ 2 3

マーケティング特論Ａ 2 3 マーケティング特論Ｂ 2 3 マーケティング特論Ｃ 2 3

マーケティング特論Ｄ 2 3 マーケティング特論Ｅ 2 3 マーケティング特論Ｆ 2 3

広告コミュニケーション 2 3 マーケティング・コミュニケーション 2 3 サービスマーケティング 2 3

ソーシャルマーケティング 2 3 関係性マーケティング 2 3 ブランド・マネジメント 2 3

消 費 者 行 動 論 2 3 マーケティング・リサーチ 2 3 マクロ・マーケティングＡ 2 3

Macromarketing　B 2 3 流 通 政 策 Ａ 2 3 流 通 政 策 Ｂ 2 3

経 済 原 論 Ｉ 2 2 経 済 原 論 Ⅱ 2 2
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他学部科目一覧表

国際政治経済学部
　国際政治経済学部は、学科科目Ｂ群科目の履修を他学部の学生に認めています。ただし、以下の一覧に掲載する科目につ
いては、履修を認めていません。

【国際政治経済学部生以外の学部生に履修を許可しない科目の一覧】

授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目

国際政治学特殊講義Ⅲ 国際経済学特殊講義Ⅲ 外国書（フランス語）講読Ⅰ・Ⅱ

外国書（ドイツ語）講読Ⅰ・Ⅱ 外国書（スペイン語）講読Ⅰ・Ⅱ 外国書（中国語）講読Ⅰ・Ⅱ

外国書（ロシア語）講読Ⅰ・Ⅱ インターンシップ 海外ボランティア実習

演習ⅠＡ・ⅠＢ・Ⅱ 通訳の理論と実践Ⅰ・Ⅱ 翻訳の理論と実践Ⅰ・Ⅱ

実践・通訳コミュニケーションⅠ・Ⅱ 国際ビジネス・コミュニケーション（Ⅰ）・（Ⅱ） アンケート・社会調査の方法

言語の普遍性 情報と組織の経済学Ⅰ 日本経済と証券ビジネス

金融Ⅰ・Ⅱ 民法概論Ⅰ・Ⅱ 国際私法Ⅰ・Ⅱ

財政論Ⅰ・Ⅱ 簿記論ⅠＡ・ⅠＢ 簿記論ⅡＡ・ⅡＢ

広告コミュニケーション論 国際取引法 インターネットと法＊

紛争解決と法 Intercultural Communication Intercultural LiteracyⅠ

国際コミュニケーション特殊講義（海外研修） 異文化コミュニケーション特別講義Ⅰ・Ⅱ 国連研究Ⅱ

コンピュータによる調査データの解析 コミュニケーション研究法の全体像 イギリス文化論

文化とコミュニケーションⅠ・Ⅱ 経営情報Ⅰ・Ⅱ パブリック・リレーションズ

Global StudiesⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ

その他、所属学部・学科に同一名称・異名称同一科目がある国際政治経済学部の科目
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他学部科目一覧表

総合文化政策学部

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

経 済 分 析（ミ ク ロ） 2 3・4 経 済 分 析（マ ク ロ） 2 3・4 公 共 社 会 論 2 3・4

金 融 概 論 2 3・4 行 政 学 概 論 2 3・4 国 際 関 係 2 3・4

公 共 政 策 論 2 3・4 国 際 政 治 学 概 論 2 3・4 経 済 発 展 論 2 3・4

国 際 平 和 論 2 3・4 経 済 政 策 概 論 2 3・4 公 共 経 済 学 概 論 2 3・4

文 化 経 済 学 2 3・4 文 化 行 政 法 2 3・4 文 化 産 業 概 論 2 3・4

観 光 産 業 論 2 3・4 消 費 経 済 論 2 3・4 日 本 経 済 概 論 2 3・4

社 会 福 祉 論 2 3・4 キ リ ス ト 教 福 祉 論 2 3・4 マ ー ケ テ ィ ン グ 概 論 2 3・4

会 計 学 2 3・4 サービスマーケティング概論 2 3・4 消 費 文 化 論 2 3・4

経 営 戦 略 概 論 2 3・4 組 織 論 入 門 2 3・4 人 的 資 源 管 理 概 論 2 3・4

経 営 情 報 論 2 3・4 管 理 会 計 概 論 2 3・4 経 営 分 析 論 2 3・4

非 営 利 会 計 論 2 3・4 プロジェクトマネジメント論 2 3・4 ビジネスプロセスマネジメント論 2 3・4

プロジェクトファイナンス 2 3・4 マーケティング戦略論 2 3・4 ブ ラ ン ド 戦 略 論 2 3・4

公 共 経 営 論 2 3・4 文 化 財 保 護 法 2 3・4 プロジェクトプロデュース論 2 3・4

世 界 経 済 概 論 2 3・4 社 会 調 査 論 Ⅰ 2 3・4 社 会 調 査 論 Ⅱ 2 3・4

統 計 学 2 3・4 社 会 調 査 法 Ⅰ 2 3・4 社 会 調 査 法 Ⅱ 2 3・4

社 会 統 計 学 2 3・4 社 会 調 査 実 習 4 3・4 文 化 人 類 学 概 論 2 3・4

日 本 文 化 の 歴 史 2 3・4 異文化間コミュニケーション論 2 3・4 表 象 文 化 概 論 2 3・4

社 会 分 析 学 2 3・4 宗 教 史 2 3・4 経 済 史 （1） 2 3・4

経 済 史 （2） 2 3・4 社 会 思 想 史 2 3・4 経 済 と 文 明 2 3・4

比 較 文 明 論 2 3・4 地 域 文 化 論（1） 2 3・4 地 域 文 化 論（2） 2 3・4

地 域 文 化 論（3） 2 3・4 地 域 文 化 論（4） 2 3・4 宗 教 文 化 概 論 2 3・4

宗 教 社 会 学 2 3・4 比 較 宗 教 論 2 3・4 ネットワーク社会と文化 2 3・4

マ イ ノ リ テ ィ 文 化 論 2 3・4 経 営 文 化 論 2 3・4 文 化 と 精 神 分 析 2 3・4

現 代 経 済 史 2 3・4 現 代 日 本 文 化 論 2 3・4 近 代 哲 学 史 2 3・4

論 理 学 2 3・4 公 共 哲 学 概 論 2 3・4 認 識 論 2 3・4

存 在 論 2 3・4 倫 理 学 入 門 2 3・4 象 徴 記 号 論 2 3・4

情 報 環 境 論（1） 2 3・4 情 報 環 境 論（2） 2 3・4 メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー 2 3・4

宗 教 哲 学 2 3・4 社 会 倫 理 2 3・4 日 本 思 想 史 概 論 2 3・4

現 代 哲 学 2 3・4 現 代 思 潮 2 3・4 現 代 の 神 学 2 3・4

認 知 哲 学 2 3・4 環 境 美 学 2 3・4 芸 術 哲 学 2 3・4

情 報 工 学 2 3・4
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他学部科目一覧表

理工学部

授 業 科 目 単位 配置年次 授 業 科 目 単位 配置年次 授 業 科 目 単位 配置年次

現 代 物 理 学 概 論 2 2・3・4 一 般 電 気 工 学 2 2・3・4 一 般 機 械 工 学 2 2・3・4

経営システム工学特別講座 2 2・3・4 計 算 機 概 論 2 2・3・4

社会情報学部

授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次 授 業 科 目 単位 履修年次

情 報 化 社 会 と 法 2 2・3・4 デ リ バ テ ィ ブ ズ 2 2・3・4 経 済 解 析 2 2・3・4

現 代 の 世 界 と 日 本 2 2・3・4 グ ロ ー バ ル ビ ジ ネ ス 2 3・4 情 報 倫 理 2 2・3・4

文 化 心 理 学 2 2・3・4 合理的思考と社会行動 2 2・3・4 広 報 論 2 2・3・4

情 報 政 策 2 2・3・4 社 会 資 格 講 義 2 3・4
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